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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第40期 第41期 第42期 第43期 第44期

決算年月 平成24年２月 平成25年２月 平成26年２月 平成27年２月 平成28年２月

売上高 （百万円） 88,368 81,767 95,624 98,062 100,705

経常利益又は経常損失

（△）
（百万円） 1,507 △930 239 224 474

当期純利益又は当期純損失

（△）
（百万円） 697 △1,568 28 △340 96

包括利益 （百万円） 610 △1,311 △58 △163 25

純資産額 （百万円） 28,000 26,221 25,677 25,169 24,850

総資産額 （百万円） 66,084 67,814 67,800 70,482 69,845

１株当たり純資産額 （円） 1,209.51 1,132.67 1,117.77 1,095.67 1,081.77

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり当期純損失

金額（△）

（円） 29.93 △67.76 1.22 △14.81 4.21

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 42.4 38.7 37.9 35.7 35.6

自己資本利益率 （％） 2.5 △5.8 0.1 △1.3 0.4

株価収益率 （倍） 29.1 － 656.6 － 126.4

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） 4,039 515 3,681 3,841 1,888

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △4,491 △3,982 △1,661 △3,553 △2,080

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） 580 3,224 △1,393 710 610

現金及び現金同等物の期末

残高
（百万円） 1,852 1,704 2,329 3,327 3,745

従業員数
（人）

1,271 1,369 1,260 1,256 1,254

[外、平均臨時雇用者数] [2,969] [3,071] [2,959] [3,026] [3,029]

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．第41期より、小売事業以外に係わる「売上高」及び「売上原価」につきましては、それぞれ「営業収入」及

び「販売費及び一般管理費」に含めて表示する方法に変更しております。なお、当該表示方法の変更は、第

40期の「売上高」について遡及処理しております。

３．第40期、第42期及び第44期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４．第41期及び第43期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第41期及び第43期の株価収益率については、当期純損失であるため記載しておりません。
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(2)提出会社の経営指標等

回次 第40期 第41期 第42期 第43期 第44期

決算年月 平成24年２月 平成25年２月 平成26年２月 平成27年２月 平成28年２月

営業収入 （百万円） 12,163 12,068 10,887 10,902 10,805

経常利益 （百万円） 370 317 318 173 148

当期純利益又は当期純損失

（△）
（百万円） 580 △269 330 △318 76

資本金 （百万円） 9,946 9,946 9,946 9,946 9,946

発行済株式総数 （千株） 23,354 23,354 23,354 23,354 23,354

純資産額 （百万円） 27,675 27,200 26,955 26,473 26,134

総資産額 （百万円） 56,113 58,092 56,037 57,361 56,444

１株当たり純資産額 （円） 1,195.48 1,174.95 1,173.42 1,152.42 1,137.66

１株当たり配当額
（円）

20.00 15.00 15.00 15.00 15.00

(内１株当たり中間配当額) （－） （－） （－） （－） （－）

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり当期純損失

金額（△）

（円） 24.91 △11.64 14.30 △13.85 3.33

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 49.3 46.8 48.1 46.2 46.3

自己資本利益率 （％） 2.1 △1.0 1.2 △1.2 0.3

株価収益率 （倍） 35.0 － 56.0 － 159.8

配当性向 （％） 80.3 － 104.9 － 450.5

従業員数
（人）

60 46 24 27 23

[外、平均臨時雇用者数] [13] [19] [13] [8] [10]

（注）１．営業収入には消費税等は含まれておりません。

２．第40期、第42期及び第44期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

３．第41期及び第43期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第41期及び第43期の株価収益率及び配当性向については、当期純損失であるため記載しておりません。
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２【沿革】

当社は、昭和48年２月、事業の多角化と規模の拡大に対処するため、㈱オリンピックショッピングセンター（現㈱

ヘルスケアジャパン）の流通部門を分離、独立させることにより設立されました。

当社が設立されてからの主な推移は次のとおりであります。

年月 変遷の内容

昭和48年２月 東京都国分寺市に、食料品、雑貨、衣料品の販売を主たる目的とした㈱オリンピックショッピング

センターを、資本金50百万円で設立いたしました。

昭和48年３月 ㈱オリンピックショッピングセンター（現㈱ヘルスケアジャパン）より、４店舗の営業を譲り受

け、事業を開始いたしました。

昭和63年５月 事業の拡大及び国際化に対応すべく、商号を㈱Ｏｌｙｍｐｉｃ（登記上、㈱オリンピック）に変更

いたしました。

昭和63年10月 日本証券業協会に株式を店頭登録いたしました。

平成４年12月 損害保険の代理店業を主たる業務とする当社100％子会社として㈱アバンセ（資本金300百万円）を

設立いたしました。

平成７年11月 電気製品及びカー用品の修理を主たる業務とする㈱ファーストケアー（資本金15百万円）を当社

100％子会社といたしました。

平成８年２月 運送業を主たる業務とする㈱キララは、株式譲受により当社の持分比率が80％となったため子会社

となりました。

平成８年12月 東京証券取引所市場第二部に株式を上場いたしました。

平成９年８月 ホームセンターを主たる業務とする当社100％子会社として㈱ホームピック（資本金90百万円）を

設立いたしました。

平成10年６月 ㈱キララを当社100％子会社といたしました。

平成10年10月 店舗開発を主たる業務とする㈱データプラン（資本金40百万円）を当社100％子会社といたしまし

た。

平成12年11月 ㈱ホームピックは㈱タントムより同社の４店舗の営業を譲り受けました。

平成12年11月 ㈱ホームピック（所在地東京都中野区）は㈱長崎屋並びに㈱金沢長崎屋より㈱長崎屋ホームセン

ター株式を譲り受けました。

平成12年11月 ㈱長崎屋ホームセンターは㈱ホームピック（所在地東京都足立区）に商号変更いたしました。

平成13年２月 東京証券取引所市場第一部銘柄に指定されました。

平成13年２月 コンピュータシステムの開発、運用を主たる業務とする㈱スコア（資本金30百万円）を当社100％

子会社といたしました。

平成13年４月 弁当・折詰、調理食品等の製造、販売を主たる業務とする当社100％子会社として㈱オー・エス・

シー・フーズ（資本金30百万円）を設立いたしました。

平成14年８月 当社の100％子会社でありました㈱キララの株式の61％を売却したことにより、㈱キララは連結子

会社から持分法適用の関連会社となりました。

平成17年２月 靴の販売を主たる業務とする㈱ＯＳＣフットウェアー（資本金50百万円）を設立いたしました。

平成17年３月 ゴルフ用品の販売を主たる業務とする当社100％子会社として㈱ＯＳＣゴルフワールド（資本金10

百万円）を設立いたしました。

平成17年９月 カー用品の販売を主たる業務とする㈱エムケイカーズ（資本金20百万円）の株式を100％取得し、

当社の子会社といたしました。

平成18年２月 当社の100％子会社でありました㈱ホームピックを吸収合併いたしました。

平成18年５月 簡易分割により、当社家電満載館事業部門を新設子会社㈱ＯＳＣ家電満載館（資本金100百万円）

に承継いたしました。

平成18年６月 簡易分割により、当社ホームセンター事業部門を新設子会社㈱ホームピック（資本金100百万円）

に承継いたしました。

平成18年９月 簡易分割により、当社フード営業部門を新設子会社㈱フードランド・オリンピック（資本金100百

万円）に承継いたしました。また、㈱フードランド・オリンピックは㈱フードマ－ケット・オリン

ピックに商号を変更いたしました。

平成18年９月 簡易分割により、当社ハイパー営業部門を新設子会社㈱ハイパーマーケット・オリンピック（資本

金100百万円）に承継いたしました。
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年月 変遷の内容

平成18年10月 持分法適用の関連会社でありました㈱キララの発行済株式の61％を取得し、同社を100％子会社と

いたしました。これにより、同社及び同社の100％子会社である㈱ＫＣコーポレーションが連結子

会社となりました。

平成20年２月 ペット関連事業を主たる業務とする当社100％子会社として㈱ペティア（現㈱動物総合医療セン

ター・資本金30百万円）を設立いたしました。

平成20年７月 専門的なホームセンター事業を主たる業務とする当社100％子会社として㈱おうちＤＥＰＯ（現㈱

Ｋマート・資本金200百万円）を設立いたしました。

平成21年３月 ㈱ＫＣコーポレーションは、㈱キララを存続会社とする吸収合併により、消滅いたしました。

平成22年７月 ㈱ＯＳＣフットウェアーは、当社が保有する同社の株式をすべて売却したことにより、子会社で

はなくなりました。

平成23年３月 ㈱ハイパーマーケット・オリンピックは、㈱ホームピックを存続会社とする吸収合併により、消

滅いたしました。また、㈱ホームピックは㈱ハイパーマーケット・オリンピックに商号を変更い

たしました。

平成24年２月 ㈱ＯＳＣ家電満載館は、㈱ハイパーマーケット・オリンピックを存続会社とする吸収合併によ

り、消滅いたしました。

平成24年３月 ㈱ファーストケアーは、㈱ハイパーマーケット・オリンピックを存続会社とする吸収合併によ

り、消滅いたしました。

平成24年３月 ㈱ペティアは、㈱動物総合医療センターに商号を変更いたしました。

平成24年４月 食品小売業を主たる業務とする㈱カズン（資本金40百万円）の発行済株式の90％を取得したこと

により、同社は当社の持分比率90％の子会社となりました。

平成24年７月 ㈱カズンは、当社が保有する同社の株式をすべて売却したことにより、子会社ではなくなりまし

た。

平成25年１月 ㈱アバンセが、新たなスーパーマーケット事業の運営を開始いたしました。

平成25年３月 ㈱ハイパーマーケット・オリンピックは、㈱フードマーケット・オリンピックを存続会社とする

吸収合併により、消滅いたしました。

また、㈱フードマーケット・オリンピックは㈱Ｏｌｙｍｐｉｃに商号を変更いたしました。

平成25年６月 当社の商号を㈱Ｏｌｙｍｐｉｃグループに変更いたしました。

平成26年９月 ㈱ＯＳＣサイクルを設立いたしました。

平成26年12月 ㈱おうちＤＥＰＯは、㈱Ｋマートに商号を変更いたしました。

 ㈱サイクルオリンピック、㈱ユアペティア、㈱シューズフォレスト、㈱おうちＤＥＰＯ（各資本

金100百万円）を設立いたしました。

平成27年１月 ㈱フォルム（資本金100百万円）を設立いたしました。
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３【事業の内容】

当社グループは、小売業及び小売周辺事業を展開しており、㈱Ｏｌｙｍｐｉｃグループ（当社）及び子会社17社

（うち非連結子会社１社）により構成されております。

なお、当社グループは小売事業の割合が高く、小売事業以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、

セグメント別の記載を省略しております。

事業内容と、当社と子会社の当該事業に係る位置付けは、次のとおりであります。

事業内容等 会社名

持株会社
グループ全体の最適な経営戦略の策定、経営資源の配置、

間接業務の一括受託管理（不動産設備の賃貸）
　 当社

小売業

食料品及びスポーツ・レジャー用品、住宅関連用品、家電

製品を中心に品揃えした小売事業
　 ㈱Ｏｌｙｍｐｉｃ

スーパーマーケット事業及び保険代理店業   ㈱アバンセ

ゴルフ用品の品揃えを中心とした小売事業   ㈱ＯＳＣゴルフワールド

カー用品の品揃えを中心とした小売事業   ㈱エムケイカーズ

動物病院（入院可）の経営   ㈱動物総合医療センター

ＤＩＹ・ガーデニング用品の品揃えを中心とした小売事業   ㈱おうちＤＥＰＯ

自転車及び関連用品の品揃えを中心とした小売事業   ㈱サイクルオリンピック

靴・履物及び関連用品の品揃えを中心とした小売事業   ㈱シューズフォレスト

ペット及び関連用品の品揃えを中心とした小売事業並びに

トリミング・ペットホテル等のサービス
  ㈱ユアペティア

アウトレット品の販売   ㈱Ｋマート

小売周辺事業

商品の輸送・宅配・保管・荷役等のサービス   ㈱キララ

店舗の設計及びメンテナンス・工事等のサービス   ㈱フォルム

店舗の開発・設計及びショッピングセンターの管理・運営   ㈱データプラン

コンピュータシステムの開発・運用、販売   ㈱スコア

惣菜等、製造・卸売り   ㈱オー・エス・シー・フーズ

自転車及び関連用品の企画、開発及び卸売り   ㈱ＯＳＣサイクル

海外製品の輸入、卸売り ◎ 荒針産業㈱

（注）◎印を付した会社は非連結子会社であります。

 

なお、当社は、有価証券の取引等の規制に関する内閣府令第49条第２項に規定する特定上場会社等に該当してお

り、これにより、インサイダー取引規制の重要事実の軽微基準については連結ベースの数値に基づいて判断すること

となります。
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以上の記載事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

（注）会社名に◎印を付した会社は非連結子会社であります。
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４【関係会社の状況】

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
（％）

資金援助 関係内容

（連結子会社）       
㈱Ｏｌｙｍｐｉｃ

（注２）

東京都

国分寺市
100 小売業 100.0 資金の貸付

店舗の賃貸。

役員の兼任あり。

㈱ＯＳＣゴルフワールド
神奈川県

川崎市幸区
10 小売業 100.0 資金の貸付

店舗の賃貸。

役員の兼任あり。

㈱エムケイカーズ
東京都

国分寺市
20 小売業 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱アバンセ
東京都

杉並区
300

小売業及び保険代理

店業
100.0 資金の借入 役員の兼任あり。

㈱おうちＤＥＰＯ
東京都

国分寺市
100 小売業 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱サイクルオリンピック
東京都

国分寺市
100 小売業 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱シューズフォレスト
東京都

国分寺市
100 小売業 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱ユアペティア
東京都

国分寺市
100 小売業 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱ＯＳＣサイクル
東京都

国分寺市
100

自転車及び関連用品

の企画・開発
100.0 － 役員の兼任あり。

㈱Ｋマート
東京都

国分寺市
200 小売業 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱動物総合医療センター
東京都

国分寺市
30

動物病院（入院可）

の経営
100.0 資金の貸付 店舗の賃貸。

㈱キララ
東京都

杉並区
300 商品の荷受配送 100.0 資金の借入 役員の兼任あり。

㈱フォルム
東京都

国分寺市
100

店舗の設計・メンテ

ナンス・工事
100.0 － 役員の兼任あり

㈱データプラン
東京都

国分寺市
40

店舗の開発・ショッ

ピングセンターの管

理・運営

100.0 資金の貸付

不動産設計の委託及び一

部店舗の賃貸借。

役員の兼任あり。

㈱オー・エス・シー・フーズ
東京都

国分寺市
30 惣菜等の製造・卸売 100.0 資金の貸付 役員の兼任あり。

㈱スコア
東京都

国分寺市
30

コンピュータシステ

ムの開発・運用、販

売

100.0 －

コンピュータシステムの

開発及び運用委託。

役員の兼任あり。

（その他の関係会社の親会社）

㈱エスプリ

東京都

武蔵村山市
10 不動産管理業

間接被所有

27.7
－ 役員の兼任あり。

（その他の関係会社）

㈱カネヨシ

東京都

渋谷区
20 不動産管理業

直接被所有

26.3
－ 役員の兼任あり。

（注）１．有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

２．㈱Ｏｌｙｍｐｉｃの売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く。）は連結売上高に占める割合が10％を超え

ております。

主要な損益情報等は次のとおりであります。

  ㈱Ｏｌｙｍｐｉｃ

売上高 （百万円） 77,724

経常利益 （百万円） 285

当期純利益 （百万円） 179

純資産額 （百万円） △897

総資産額 （百万円） 12,308
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

平成28年２月29日現在
 

区分 従業員数（人）

全社共通 1,254(3,029）

合計 1,254(3,029）

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

２．当社及び連結子会社は、小売事業の割合が高く、小売事業以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられ

るため、従業員数はセグメント別ではなく全社共通としております。

(2）提出会社の状況

平成28年２月29日現在
 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

23（10） 47.8 18.7 4,842,505

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３．当社は持株会社であるため、特定のセグメントに属しておりません。

(3）労働組合の状況

当社グループの労働組合は、オリンピック労働組合と称し、昭和61年８月22日に結成され、全国繊維化学食

品流通サービス一般労働組合同盟に属しております。平成28年２月29日現在1,228人の組合員で、労使関係は円

満に推移しており、特記すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1)業績

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府・日銀によるデフレ脱却を目指した経済金融政策に支えられ輸出型

企業を中心に好調裏に推移した前半と、中国経済の減速と株安が世界のマーケットに波及した後半に分けられると

いえます。為替が円安に振れる中、過去最高益に沸く企業が続出する反面、給与上昇が一部に限られ、少子高齢化

の影響が徐々に消費マーケットに及び始めるなど、内需という観点では本格的な回復軌道に乗り切れないうえ、新

年に入るとマイナス金利や為替相場の変動など難しい状況が続いております。

「爆買い」と呼ばれる現象が目を引き、一部で価格の上昇が見られたものの、食品においても日常生活用品にお

いてもインフレ目標の達成には至らず、小売業においてはむしろネットとリアルの融合なども含めた業態の垣根を

越えた消費者の奪い合いという競争が激しさを増しているといわざるをえません。

こうした状況下、当社グループは事業環境の変化に柔軟かつ機敏に対応していくため、「食品」、「ディスカウ

ントストア」、「専門店」という３本の柱を事業分野として明確に掲げております。この考えのもと、当連結会計

年度初めの３月には、専門店を一層強化することを目的に専門店４部門を㈱Olympicより分離独立いたしました。

これにより、食品及びディスカウントストアを営む㈱Olympic、専門店４部門をそれぞれ営む、㈱サイクルオリン

ピック（自転車）、㈱ユアペティア（ペット）、㈱おうちDEPO（DIY・ガーデニング）、㈱シューズフォレスト

（靴）の４社及びPB自転車の開発を行う㈱OSCサイクルを中核とした体制が出来上がりました。当社グループではこ

のほか、小型のスーパーを営む㈱アバンセ、カー用品の販売等を行う㈱エムケイカーズ、ゴルフ用品販売の㈱OSCゴ

ルフワールド、アウトレット品販売の㈱Kマートの各社、さらに惣菜製造の㈱オー・エス・シー・フーズを運営して

おります。また、ペット事業では㈱動物総合医療センターが動物病院を新座と平塚の２ヶ所で営み、さらに物流改

革を進める㈱キララ、店舗開発を担う㈱データプラン、そして情報システム改革を推進する㈱スコア、設備の整備

を担当する㈱フォルムと、小売業とそれを支える各種企業群の体制をとっております。

食品部門では、生鮮を中心に品質・鮮度・安全性においても価格の面においても、ご来店いただいたお客様に一

点一点信頼していただける商品の提供と店作りに引き続き努めてまいりました。その基本のうえで、他社とは違う

価値の創出と当社ならではの特長をどのように発揮していくのかに注力いたしました。特長ある店作りへの取り組

みであるワインの専門店「Olympic CELLAR」は３店舗を数え、ソムリエの常駐する質の高い接客サービスは着実に

お客様の広がりとご支持をいただいております。また、自家焙煎のコーヒーショップ「GRAIN COFFEE ROASTER」に

つきましても、Olympic港北ニュータウン店、Olympicおりーぶ東戸塚店に続き、Olympic平塚店の店内にも出店し、

店内で焙煎された豆をOlympic全店舗で販売することも進めてまいりました。さらに、自社ブランドの和菓子の製造

販売や、Olympic平塚店でのキッズコーナーを設けたファストフード店「PICCOLY」の拡充など、さまざまな面で特

長作りに努めてまいりました。こうした取り組みが奏功し、食品部門の売上は年間を通じて前年実績を上回り続け

ました。

ディスカウントストア部門では、事業部のあり方を整理しなおして、平成27年９月１日より４事業部体制とし、

日用消耗品を安くご提供するEDLP政策を徹底すると同時に、商品のより良い価値をアピールするよう努めました。

専門店部門は、平成27年３月１日に㈱Olympicより分社して、「Cycle Olympic」(自転車）、「Your Petia」

（ペット）、「おうちDEPO」（DIY・ガーデニング）、「Shoes Forest」（靴）のそれぞれのブランドを社名に持つ

専門会社として独立をいたしました。自転車事業では、PB商品の開発、販売に注力するとともに、専門技術者であ

る安全整備士・技士の育成増員に努めました。これにより修理サービスの強化を図るとともに専門店としての地位

を確実にするよう努めました。また、自転車専門の新店を２店舗出店するとともに、平成27年４月には綱島樽町店

２階にスポーツ車専門の新業態「Velo Sportif」もオープンさせるなど、新しい試みにチャレンジしてまいりまし

た。ペット事業では、ペット専門店のYour Petiaと動物の総合病院である動物総合医療センターによるタイアップ

体制をとっており、総合病院ならではのノウハウと情報を共有することでお客様の支持拡大に努めております。ま

た、平成27年12月にはオリジナルブランドの「パルトシュシュ」の猫用プレミアムフードの発売も開始し、物販と

サービスと医療を連携させた総合ペットサービス店としての機能充実を図ってまいりました。DIY・ガーデニングの

専門店「おうちDEPO」では、プロショップとして差別化に注力し、お客様の支持拡大に努めるとともに、一層の

ローコスト運営の徹底に努めてまいりました。また、靴の専門店「Shoes Forest」では、お子様からお年寄りまで

安心して利用していただける幅広い品揃えの店作りを目指して努力してまいりました。

新店といたしましては、平成27年３月に「Cycle Olympic五反野店」、４月に「Cycle Olympic平塚駅前店」を

オープンいたしました。また、既存店におきましてもお客様のニーズの変化に応えるため、専門店業態の売場拡大

を含めた店舗のリニューアルを延べ12店舗において実施し、より良い店舗環境の整備に努めました。

以上の結果、当連結会計年度の経営成績といたしまして、売上高と営業収入を合算した営業収益は1,070億11百万

円（前期比2.8％増）となりました。
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利益面におきましては、競合店の価格訴求に対抗するための価格政策を継続したことなどから、売上総利益率は

0.6ポイント低下したものの、物流改革による収入増もあり、営業総利益は364億38百万円（前期比1.5％増）となり

ました。

経費につきましては、人件費は増加したものの、販売促進費をはじめ、その他固定経費の削減にも継続して取り

組みました結果、営業利益は６億93百万円（前期比84.0％増）、経常利益は４億74百万円（前期比111.1％増）とな

りました。

また、投資有価証券評価損や減損損失を計上した結果、96百万円の当期純利益（前期は３億40百万円の当期純損

失）となりました。

なお、当社グループは、小売事業の割合が高く、小売事業以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるた

め、セグメント情報の記載を省略しております。

（提出会社の業績）

当社におきましては、平成19年２月期に会社分割による持株会社体制に移行しております。

このため各事業子会社からの配当収入、不動産賃貸収入、管理受託収入等が収益の中心となっております。

以上の結果、当事業年度の経営成績は、営業収入は108億５百万円（前期比0.9％減）となり、営業利益は２億79

百万円（前期比14.9％減）、経常利益は１億48百万円（前期比14.6％減）となりました。

また、投資有価証券評価損、貸倒引当金繰入額を特別損失に計上いたしました結果、76百万円の当期純利益（前事

業年度は３億18百万円の当期純損失）となりました。

(2)キャッシュ・フロー

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、37億45百万円と前連結会計年度末に

比べ４億18百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、18億88百万円(前連結会計年度は38億41百万円)となりました。これは税金等調整

前当期純利益２億41百万円に対して、減価償却費を21億６百万円、減損損失を１億90百万円計上し、仕入債務が６億

70百万円減少したこと等が主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、20億80百万円（前連結会計年度は35億53百万円）となりました。これは、有形固

定資産の取得による支出が13億35百万円、敷金及び保証金の差入れによる支出が８億12百万円あった反面、敷金及び

保証金の回収による収入が４億86百万円あったこと等が主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、６億10百万円（前連結会計年度は７億10百万円）となりました。

これは主に社債の発行及び長期借入れによる収入があったこと並びに短期借入金の増減等を反映したものでありま

す。
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２【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、小売事業の割合が高いことから、セグメント別ではなく商品種類別・地域別の売上高を記載して

おります。

販売実績

当連結会計年度の商品種類別・地域別の売上高は、次のとおりであります。

①　商品種類別売上高

商品種類の名称 売上高（百万円） 構成比(％) 前期比(％)

食品部門 53,599 53.2 106.8

非食品部門 47,106 46.8 98.4

合計 100,705 100.0 102.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②　地域別売上高

地域の名称、店舗数 売上高（百万円） 構成比(％) 前期比(％)

 

23区内 40店舗 48,696 48.4 102.4

23区外 15店舗 8,395 8.3 104.4

東京都計        55店舗 57,092 56.7 102.7

神奈川県 24店舗 23,657 23.4 99.3

千葉県 10店舗 7,607 7.6 120.4

埼玉県 11店舗 12,037 12.0 100.5

群馬県 １店舗 310 0.3 94.2

合計 100,705 100.0 102.7

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループの地域別の売上高を表示しております。

３．当連結会計年度末現在の小売事業各社の地域別店舗数を合計して記載しております。

４．売上高の各地域合計は、当連結会計年度に開店もしくは閉店のあった店舗の売上高を含めて記載しておりま

す。

３【対処すべき課題】

当連結会計年度は、デフレ脱却を目指したさまざまな金融経済政策にも関わらず、景気回復の効果が個人所

得、消費の回復にまで行き渡りきれない感の残った１年でした。小売業界においてはネットも含めた業態を超え

た出店や価格競争が常態化する中で、平成28年度も依然厳しい局面が続くものと予想されます。

このような環境のもと、当社グループでは「食品」、「ディスカウントストア」、「専門店」の３事業分野に

整理した小売部門について、より明確に特徴付けをしていくとともに、子会社各社のそれぞれの機能をさらに充

実強化し、グループとしてのシナジーを発揮して経営課題を克服してまいります。

 

①　食品部門の方向性と重点課題

生鮮三品の販売強化及びEDLP政策の継続により、ご来店客数、ご来店頻度、お買上げ点数の増加に継続して

取り組みます。そのために品揃えの選別と集中を進めるとともに、品質への強いこだわりと徹底したコスト削

減努力により、「Olympicは良いものが安い」という事実と「これを買うならOlympic」というご評価を一層確

かなものとしてまいります。

また、日常の豊かな食生活への貢献として、食の専門性の追求及び飲食施設の強化により、こだわりのある

おいしいものを、できるだけ安く提供し続けてまいります。ワイン専門店「Olympic CELLAR」では、人材の育

成登用をさらに進め、新しいタイプの試飲会や食との相性提案を強化し、お客様の新たな需要を創り出すとと

もに、他店舗内への展開も進めてまいります。自家焙煎コーヒーショップ「GRAIN COFFEE ROASTER」では、厳

選輸入した生豆を店内で焙煎した香り高いコーヒー豆を、Olympic全店舗での販売も含め、できるだけ安価にご

提供してまいります。さらに、弁当・惣菜のデリカ事業においては、当社グループ内の工場の刷新と効率化、

メニューの開発体制の強化と社内物流改革とを合わせ、「自家製＝作りたて＝おいしい＝安い」とのご評価を
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得られるよう取り組んでまいります。またファストフード事業では、フードコート「PICCOLY」において取り組

んでおります新しいフォーマットをより充実させ、店内環境の刷新、新メニューの投入、人材の育成を行うと

ともに、あわせてオペレーションの効率化を進め、おいしくて安く、いつでも気持ちよく食べられるフード

コートとして整備してまいります。

 

②　ディスカウントストア部門の方向性と重点課題

ディスカウントストア事業については新たに４事業部体制に整理統合し、お客様の生活シーンから分類され

る商品群に整理し直しましたが、さらに一層の効率化を進めてまいります。日常の生活消耗品を中心に、いつ

でもどの店でも同じようにできるだけ安いEDLP政策を徹底し、あわせて商品のより良い価値をアピールしてい

くことでお客様のご支持を得ていく所存です。

この政策を実現していくためには、安心・安全・安価なPB商品、海外開発商品の調達が不可欠になります。

子会社（非連結）の荒針産業㈱の調達力及び各事業部門のバイヤーとの連携を強化してこれに対応してまいり

ます。

 

販売管理費の節減については、食品部門、ディスカウント部門ともに前例にとらわれず、思い切った節減に

取り組みます。本部業務の整理及び効率化、要員の再配置を進め、店舗におけるシフトの最適化、マルチジョ

ブ化を実施します。また店舗の維持運営費についても営業時間の見直し、LED照明やソーラーシステムの導入は

もとより、各種省電力化や管理清掃、棚卸し等のシステム化、内製化などに努め、一層徹底したローコストオ

ペレーションを構築してまいります。さらに、ディスカウントストアでは店舗スペースの使い方の変更を含

め、ゼロベースからの発想で必要最低限のローコストオペレーションに取り組み、商品の品質を高めながら

ディスカウントストアとしての価格競争力を強めてまいります。

 

③　専門店部門の方向性と課題

平成27年３月１日付で㈱Olympicより分離独立した専門店４社におきましては、人材育成及び店舗フォーマッ

トの進化、意思決定のスピードアップと独立性の強化を図り、専門店としての事業基盤を固めながら、当社グ

ループならではの商品とサービスを特長とするユニークな企業として独自の営業展開を実施してまいります。

そのためには、荒針産業㈱の海外商品調達力のほか、当社グループの兵站を担う企業の機能を総動員してサ

ポートのうえ、グループの成長エンジンとしてまいります。

㈱サイクルオリンピックは、㈱OSCサイクルが開発するPBサイクルの販売を中心に、専門の人材による修理と

お客様のサイクルライフのご提案力を特長として一層伸ばしてまいります。㈱ユアペティアは、独自開発の輸

入ペットフードの展開、医療知識をも持ち合わせた技術の高いトリマー、無料しつけ教室等のイベントやサー

ビス、動物総合医療センターとの連携による「ゆりかごからお別れまで」生涯お付き合いのできる独自の総合

ペットサービス業としての魅力を充実させてまいります。㈱おうちDEPOは、プロの職人さんの資材や道具への

ニーズに応えることから日曜大工に至るまで幅広く対応できる品揃えと、早朝営業、DIYアドバイザーによるア

ドバイスや木材加工等のサービス、また需要の高まる一般家屋・マンションのリフォーム請負等、総合的なDIY

センターをその特長としてまいります。㈱シューズフォレストは、有名ブランドとPB商品を組み合わせた豊富

な品揃えで、ご年配の方からお子様まで親子三代の靴をお選びいただけ、高品質でありながら安価な価格設定

によっていつでも安心してお買上げいただける身近な靴屋を目指しております。社内独自研修で育成した

シューフィッターによるアドバイスも、満足のできる靴選びの一助としてまいります。

 

④　内部統制の拡充

会社法内部統制のシステムの決議に基づく「法令等遵守とその体制」について、内部統制委員会を常設し、

引き続き連結グループ全社を対象に推進してまいります。

また、「金融商品取引法」により求められる財務報告に係る内部統制の整備、運用の評価は妥当であり、今

年度におきましても財務報告のより一層の信頼性を確保していくために、内部統制の有効かつ効率的な整備・

運用の取り組みを進めてまいります。

 

これらの課題への取り組みを通じ、当社グループの基本理念である「正直を売る」をお客様への変わらぬお約

束とし、「Olympicグループの商品だから、安心して買える、信頼できる。」との一層のご評価をいただけるよう

グループ全社全従業員が一丸となって取り組むことで、企業価値の向上に努めてまいります。

４【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資家の判断に重要な影響を及

ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。なお、当社グループの事業等については以下の事

項以外にも様々なリスクが考えられ、ここに記載された項目がすべてではありません。
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また、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであ

ります。

①　景気動向及び同業他社との過当競争による影響について

小売業全体といたしましては、オーバーストア状態は変わらず、同業他社との激しい競争に直面しておりま

す。また、世界的な経済の状態と、それに伴う雇用情勢の変化等が、個人消費の動向に影響を及ぼす可能性が

あります。

当社グループは、鮮度・品質・価格の商品力、販売力の強化によって他社との差別化を図っておりますが、

当社グループの経営成績は、景気及び個人消費支出の動向並びに同業他社との競争による影響を受ける可能性

があります。

②　店舗の出店に対する法的規制等について

当社グループは、引き続き関東の１都３県を中心に出店してまいります。

小売業に対する法規制には平成12年６月１日に施行された「大規模小売店舗立地法」（以下「大店立地法」

という）があります。出店に際しては、店舗面積1,000㎡を超える新規出店並びに増床について「大店立地法」

による規制が行われます。周辺の地域の生活環境の保持の見地から出店に関しての営業諸条件が規制される可

能性があり、当社グループの今後の出店計画に影響を及ぼす可能性があります。

③　借入金の金利の変動について

当社グループは、金融機関より借入れをしており、現行の金利水準が大幅に変動した場合には、当社グルー

プの業績に影響を及ぼす可能性があります。

④　減損会計について

当社グループは、減損会計が適用される資産を保有しており、今後の地価の動向や各店舗の業績の推移に

よっては減損損失が計上され、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

　なお、当社グループは、店舗を基本単位としてグルーピングを行っております。

⑤　敷金及び保証金等のリスクについて

当社グループの出店については、自社所有物件を除き、ディベロッパー又は出店土地所有者に対し、敷金、

保証金又は建設協力金として資金を差入れております。そのため、資金差入先の財政状態により差入れた資金

の一部又は全額が回収できなくなった場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑥　食品の安全性について

当社グループでは、お客様に安心して食品をお買い求めいただくために、食中毒の未然防止、食品の検査体

制の充実、商品履歴の明確化に努めておりますが、万が一、食中毒の発生、加工食品の原材料汚染、牛肉のＢ

ＳＥ問題、鳥インフルエンザ、産地偽装、放射能汚染に係る風評等の不可抗力的な事態が発生した場合、当社

グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑦　自然災害・事故等について

当社グループは、小売業を主とする多店舗展開を行っておりますが、自然災害や事故等が発生した場合、店

舗の継続営業に支障をきたす可能性があります。この場合、当該被災店舗の営業活動を一時休止せざるを得な

い状況も予想され、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。また、直接的な被災が無かった場

合においても、自然災害や事故等によりライフラインに打撃を受けた場合の復旧状況により、営業活動に制約

を受け、業績に影響を及ぼす可能性があります。

５【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

６【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 重要な会計方針及び見積り

　当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成さ

れております。詳細は、「第５ 経理の状況　１．連結財務諸表等　連結財務諸表作成のための基本となる重

要な事項」に記載のとおりであります。

　当社は、貸倒引当金、賞与引当金、たな卸資産の評価、投資その他の資産の評価及び偶発事象等に関して、

過去の実績や状況に応じて、合理的と考えられる見積り及び判断を行い、その結果を資産・負債の帳簿価額及

び収益・費用の金額に反映して連結財務諸表等を作成しております。

　なお、実際の結果は見積り特有の不確実性があるため、これらの見積りと異なる場合があります。

(2) 当連結会計年度の経営成績の分析

①　概要

　当連結会計年度の概要は「１．業績等の概要」に記載のとおりであります。

なお、「２．生産、受注及び販売の状況」及び「３．対処すべき課題」をあわせてご参照ください。

②　売上高及び営業損益

　売上高は、前連結会計年度に比べて26億43百万円増加し、1,007億５百万円（前年同期比2.7％増）となりま

した。売上原価においても、23億90百万円増加し、705億73百万円となりました。

売上原価の比率は、0.6ポイント増加し70.1％となりました。販売費及び一般管理費は、前連結会計年度に

比べて２億32百万円増加し、357億45百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

この結果、６億93百万円の営業利益（前年同期比84.0％増）となりました。

③　営業外損益及び経常損益

　営業外損益は、前連結会計年度１億52百万円の損失（純額）から、２億19百万円の損失（純額）となりまし

た。

この結果、４億74百万円の経常利益（前年同期比111.1％増）となりました。

④　特別損益

　特別損益は、前連結会計年度の２億29百万円の損失（純額）から２億32百万円の損失（純額）となりまし

た。

⑤　当期純損益

　当連結会計年度の当期純利益は、96百万円（前連結会計年度は３億40百万円の当期純損失）となりました。

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因について

「４．事業等のリスク」をご参照ください。

(4) 経営戦略の現状と見通し

　次期の見通しにつきましては、海外景気の下振れ懸念及び足元の円高・株安が、企業業績や消費者マインド

に与える影響は大きく、小売業をとりまく消費環境は楽観を許さない状況が続くものと思われます。

　このような環境の中、当社グループといたしましては、食品部門におきましては生鮮三品の強化とともに引

き続き価格訴求により集客力アップをめざし、ディスカウント部門におきましては業務の効率化を図りローコ

スト運営を徹底させ、専門店におきましては、ニーズの変化や地域特性に応じた臨機応変な事業展開を行うこ

とで、それぞれ販売力を強化してまいります。

(5) 財政状態についての分析

（資産、負債及び純資産の状況）

当連結会計年度の総資産は、現金及び預金、商品が増加した反面、有形固定資産が減少したことにより、前

期末に比べ６億37百万円減少し、698億45百万円となりました。

負債は短期借入金、買掛金が減少したことにより流動負債が減少し、社債の発行及び長期借入金の増加等に

より固定負債は増加となったものの、負債合計は前期末に比べ３億17百万円減少し、449億95百万円となりまし

た。また、有利子負債の残高は314億円(前期比3.7％増)となりました。

純資産は当期純利益の計上、配当金を支払ったこと及びその他有価証券差額金が減少したことにより３億19

百万円減少し248億50百万円となり、自己資本比率は35.6％となりました。
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(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、「正直を売る」を基本理念として「お客様に、鮮度・品質・価格において満足さ

れる商品を提供すること」また「取引先、地域社会、従業員に対して信頼される企業グループであり続けるこ

と」という方針のもと、「より良い商品をより安く」提供しつづけることをモットーに、お客様、株主及び取

引先の期待に応え、より豊かな社会の実現に貢献したいと考えております。

当社グループでは、営業収益3,000億円を達成することを当面の目標としておりますが、規模の追求のみな

らず、より重視する項目として収益力の向上を掲げており、営業収益経常利益率５％を実現することを目指し

ております。

当社グループの経営陣は、経営環境が非常に厳しいなか、

① １都３県での資源の集中とドミナント化によるシェアーの拡大

② ローコストオペレーションとキャッシュ・フロー重視

③ 専門店を指向した業態戦略

④ グループ各社の機能発揮と連携による効率的運営

この４項目を戦略の柱として経営目標の達成に取り組んでまいります。

(7) キャッシュ・フローの分析

「１．業績等の概要 (2)キャッシュ・フロー」をご参照ください。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

当社グループは「小売事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいことから、セグメント情報の記載

を省略しており、設備投資等の概要についても「セグメント名称」の記載を省略しております。

当社グループでは、一層の収益力向上のため、新規出店及び業態変更並びに既存店活性化のための改装を行って

おります。

当連結会計年度におきましては、Olympic関町店の駐車場土地を取得したのをはじめ、新規出店や既存店の改装

等により総額14億８百万円の設備投資を実施いたしました。

また、所要資金につきましては、社債の発行、自己資金及び銀行からの借入れにより賄いました。

なお、当連結会計年度において、重要な固定資産の売却、除却等について特記すべき事はありません。

２【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

なお、当社グループは「小売事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいことから、セグメント情報

の記載を省略しており、主要な設備の状況についても「セグメント名称」の記載を省略しております。

(1) 提出会社

（平成28年２月29日現在）
 

事業所名（所在地）
設備の内
容

帳簿価額

従業員数(人)建物及び構築
物
（百万円）

機械装置及び
運搬具
（百万円）

土地
（百万円）
(面積㎡)

その他
（百万円）

合計（百万円）

東京都23区内

高井戸店

(東京都杉並区)

他35店舗

店舗 2,047 180
3,208

(11,384.42)
206 5,644 －

東京都23区外

小金井店

(東京都小金井市)

他11店舗及び本部

店舗及び

本部
836 54

416

(1,595.66)
162 1,469

23

(10)

神奈川県

川崎鹿島田店

(神奈川県川崎市幸区)

他20店舗

店舗 1,877 88
3,253

(5,450.52)
546 5,766 －

千葉県

千葉東店

(千葉県千葉市中央区)

他９店舗

店舗 1,055 19
3,420

(31,170.71)
142 4,638 －

埼玉県

朝霞台店

(埼玉県朝霞市)

他９店舗

店舗 746 57
1,153

(2,404.00)
161 2,119 －

群馬県

太田店

(群馬県太田市)

店舗 12 － － 1 13 －

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

      ２．店舗数は、当社が管理している店舗数を記載しております。

なお、川崎鹿島田店、志村坂下店、千葉東店、鎌ケ谷店、関町店及び三鷹店を除く店舗は賃借物件でありま

す。

      ３．従業員数の(　)は、臨時従業員数を外書しており、賃貸している子会社の従業員数は含めておりません。
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(2） 国内子会社

（平成28年２月29日現在）
 

会社名
事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額

従業員数
(人)

建物及び構
築物
（百万円）

機械装置及
び運搬具
（百万円）

土地
（百万円）
(面積㎡)

その他
（百万円）

合計
（百万円）

 
高井戸店

（東京都杉並区）
店舗 805 － － 0 805 －

㈱データプラン
ＯＳＣデオシティ新座

（埼玉県新座市）

ショッピング

センター
2,460 －

1,919

(7,442.97)
1 4,381

5

(3)

 
ＯＳＣ湘南シティ

（神奈川県平塚市）

ショッピング

センター
2,681 － － 10 2,692

11

(1)

㈱キララ

千葉物流センター

（千葉県千葉市中央区）
物流センター 295 0

267

(2,571.26)
0 563

3

(-)

昭島物流センター

（東京都昭島市）
物流センター 15 11

206

(996.17)
11 245

42

(46)

㈱アバンセ

東京都23区内

亀戸店

（東京都葛飾区）

他９店舗及び事務所

店舗及び事務

所
107 4 0 18 129

124

(227)

埼玉県

草加店

（埼玉県草加市）

店舗 11 1 － 1 13
9

(18)

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．従業員数の(　)は、臨時従業員数を外数で記載しております。

３【設備の新設、除却等の計画】

当社グループの設備投資については、景気動向、業界動向、投資効率等を総合的に勘案して実施しております。

設備計画は原則的に連結会社各社が個別に策定しておりますが、計画策定にあたってはグループ経営会議にお

いて提出会社を中心に調整を図っております。

(1) 重要な設備の新設の計画

該当事項はありません。

(2) 重要な設備の除却の計画

該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,200,000

計 33,200,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）
（平成28年２月29日現在）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月26日現在）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,354,223 23,354,223
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

100株であり

ます。

計 23,354,223 23,354,223 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成９年４月18日

（注）
2,123,111 23,354,223 － 9,946 － 9,829

（注）　所有株式１株を1.1株に分割

（６）【所有者別状況】

平成28年２月29日現在
 

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満株
式の状況
（株）
（注２）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人（注１）

外国法人等
個人その他
（注２）

計
個人以外 個人

株主数（人） － 24 17 280 53 － 2,460 2,834 －

所有株式数

（単元）
－ 30,807 640 136,446 7,041 － 58,532 233,466 7,623

所有株式数の

割合（％）
－ 13.19 0.27 58.45 3.02 － 25.07 100.00 －

（注）１「その他の法人」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、１単元含まれております。

２ 自己株式382,365株は、「個人その他」に3,823単元及び「単元未満株式の状況」に65株を含めて記載しており

ます。
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（７）【大株主の状況】

  平成28年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱カネヨシ 東京都渋谷区千駄ケ谷３丁目60－５ 6,099 26.11

Olympic取引先持株会 東京都国分寺市本町４丁目12－１ 1,497 6.41

㈱みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行㈱）

東京都千代田区大手町１丁目５－５

（東京都中央区晴海１丁目８－12晴海アイラン

ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

1,148 4.91

㈱ミスター・クリーン
東京都立川市曙町１丁目25－12

オリンピック曙町ビル８Ｆ
1,104 4.72

㈱オリンピア 東京都港区赤坂１丁目12－32アーク森ビル30階 1,086 4.65

㈱銀座山形屋 東京都中央区湊２丁目４－１号 949 4.06

㈱ヘルスケア・ジャパン 東京都港区赤坂１丁目12－32アーク森ビル30階 904 3.87

㈱マルナカ 香川県高松市円座町1001 646 2.76

㈱Olympicグループ 東京都立川市曙町１丁目25－12 382 1.63

Olympic従業員持株会 東京都国分寺市本町４丁目12－１ 351 1.50

計 － 14,171 60.68

（注）㈱カネヨシは、当社の代表取締役社長金澤良樹が代表取締役社長を兼務しております。

（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年２月29日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 382,300 － －

完全議決権株式（その他）（注１） 普通株式 22,964,300 229,643 －

単元未満株式（注２） 普通株式 7,623 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  23,354,223 － －

総株主の議決権 － 229,643 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

２．「単元未満株式」の「株式数」の中には、自己株式等が65株含まれております。

②【自己株式等】

平成28年２月29日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱Olympicグループ 東京都立川市曙町1－25－12 382,300 － 382,300 1.63

計 － 382,300 － 382,300 1.63

 

EDINET提出書類

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ(E03132)

有価証券報告書

20/86



（９）【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 103 75,951

当期間における取得自己株式 － －

 
（注）当期間における取得自己株式には、平成28年５月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

りによる株式は含まれておりません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額

（円）
株式数（株）

処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行っ

た取得自己株式
－ － － －

その他（－） － － － －

保有自己株式数 382,365 － 382,365 －

（注）当期間における保有自己株式には、平成28年５月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

りによる株式は含まれておりません。
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３【配当政策】

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、株主に対して安定的に利益還

元を充実させていくことを経営の最重要課題のひとつであると認識し、剰余金の配当等を実施してまいりました。

今後につきましても、この基本方針を堅持し、今後のグループ事業戦略、財務体質の強化、各事業年度の業績等

を考慮し安定的に利益還元を行い、また、内部留保金につきましては、新規事業展開及び既存事業の効率化、活性

化等のための投資に活用してまいります。

当社は、「取締役会の決議によって、会社法第459条第１項各号に定める事項を定めることができる。」旨定款

に定めており、剰余金の配当等の決定機関は、中間配当と期末配当のいずれも取締役会であります。

また、自己株式の取得につきましても、会社法第165条第２項の規定に基づき、取締役会の決議をもって自己株

式を取得することができる旨を定款に定めております。

なお、当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当等を行うことができる旨を定款に定めております

が、現時点では中間配当は実施しておりません。これは、当社の下期の業績が、通期の業績に与える影響が大き

く、かつ年間の当期純利益や社会情勢等を見極めて配当額を決定しているためでありますが、今後につきまして

は、中間配当の実施につきましても検討をしてまいります。

当事業年度の剰余金の配当につきましては、上記方針に基づき、１株当たり15円の期末配当とすることを平成28

年4月25日の取締役会において決議いたしました。

なお、当事業年度に係る剰余金の配当は次のとおりであります。

決議年月日 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円）

平成28年４月25日　取締役会 344 15

 

４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第40期 第41期 第42期 第43期 第44期

決算年月 平成24年２月 平成25年２月 平成26年２月 平成27年２月 平成28年２月

最高（円） 880 896 850 1,090 839

最低（円） 446 620 632 757 529

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成27年９月 10月 11月 12月 平成28年１月 ２月

最高（円） 638 607 696 716 619 616

最低（円） 565 567 585 585 529 532

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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５【役員の状況】

男性12名　女性0名　（役員のうち女性の比率0％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

代表取締役

社長
 金澤 良樹 昭和23年３月20日生

 
昭和48年９月 当社入社

昭和49年４月 当社取締役に就任

昭和51年４月 当社常務取締役商品本部長に就任

昭和60年４月 当社代表取締役副社長営業本部長に就任

平成４年１月 当社代表取締役社長に就任（現任）

平成10年９月 ㈱アバンセ代表取締役会長に就任

平成17年３月 ㈱ＯＳＣゴルフワールド代表取締役社長に

就任

平成21年９月 ㈱カネヨシ代表取締役社長に就任（現任）

平成24年２月

 
平成25年２月

平成28年３月

 
平成28年３月

㈱フードマーケット・オリンピック（現㈱

Ｏｌｙｍｐｉｃ）代表取締役社長に就任（現任）

㈱アバンセ代表取締役に就任（現任）

㈱ＯＳＣサイクル代表取締役社長に就任

（現任）

㈱サイクルオリンピック代表取締役会長兼

社長に就任（現任）
  

（注）1 34.3

代表取締役

副社長
管理本部長 木住野 福寿 昭和30年４月21日生

 
昭和54年４月 ㈱第一勧業銀行（現㈱みずほ銀行）入行

平成19年４月 同行執行役員日本橋支店長

平成21年４月 同行常務執行役員

平成22年３月 同行退社

平成22年４月 みずほ総合研究所㈱代表取締役副社長

平成24年４月 同社退社

平成24年５月 当社入社、顧問

平成24年５月 当社取締役副社長に就任

平成27年５月

 
平成27年５月

当社代表取締役副社長管理本部長に就任

（現任）

㈱Ｋマート代表取締役社長に就任（現任）
 

（注）1 12.6

取締役 相談役 佐藤 脩 昭和21年10月３日生

 
昭和48年９月 当社入社

昭和58年９月 当社人事部長兼食品商品部長

昭和63年５月 当社取締役販売部長兼販売促進部長に就任

平成５年12月 当社常務取締役人事部長に就任

平成10年５月 当社専務取締役第２営業本部長兼マーケ

ティング部長に就任

平成13年１月 当社専務取締役第１営業本部長兼マーケ

ティング部長に就任

平成14年３月 当社専務取締役営業本部長兼スーパーマー

ケット統括部長兼マーケティング部長に就

任

平成16年５月 当社取締役副社長営業本部長兼スーパー

マーケット統括部・マーケティング部担当

に就任

平成16年９月 当社取締役副社長営業本部長兼マーケティ

ング部担当に就任

平成17年３月 当社専務取締役管理本部長兼マーケティン

グ部担当に就任

平成18年９月 当社専務取締役管理本部長に就任

平成21年５月 ㈱キララ取締役会長に就任（現任）

平成21年５月 ㈱アバンセ代表取締役社長に就任（現任）

平成24年５月 当社取締役副社長管理本部長に就任

平成27年５月 当社取締役相談役に就任（現任）
 

（注）1 46.0
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

取締役  内田 一男 昭和25年12月１日生

 
昭和60年４月 当社入社

平成３年２月 当社販売部部長

平成５年５月 当社取締役ストア統括部長に就任

平成10年５月 当社常務取締役ストア統括部長に就任

平成13年１月 当社常務取締役ハイパー統括部長に就任

平成16年５月 当社専務取締役ハイパーストア統括部長

に就任

平成17年３月 当社常務取締役ハイパーストア統括部長

に就任

平成17年11月 当社常務取締役ハイパーマーケット統括

部ハイパー担当統括部長兼ハイパースト

ア統括部長に就任

平成18年５月 当社取締役ハイパーマーケット統括部ハ

イパー担当統括部長兼ハイパーストア統

括部長に就任

平成18年９月 当社取締役に就任（現任）

平成26年12月 ㈱おうちＤＥＰＯ代表取締役社長に就任

（現任）
 

（注）1 11.1

取締役  水上 優 昭和27年２月24日生

 
平成２年５月 当社入社

平成７年10月 当社東戸塚店長

平成８年５月 当社取締役東戸塚店長に就任

平成12年２月 当社取締役スーパーマーケット統括部長に

就任

平成13年１月 当社取締役ストア統括部長に就任

平成16年５月 当社常務取締役ストア統括部長に就任

平成16年７月 当社常務取締役ハイパーマーケット統括部

長兼ストア統括部長兼ハイパーマーケット

Ｂブロック長に就任

平成17年３月 当社取締役ハイパーマーケット統括部長兼

ストア統括部長兼ハイパーマーケットＢブ

ロック長に就任

平成17年８月 当社取締役ハイパーマーケット統括部長兼

ストア統括部長兼ハイパーマーケットＢブ

ロック長兼下丸子店長に就任

平成18年２月 当社取締役ハイパーマーケット統括部フー

ド担当統括部長兼ストア統括部長兼下丸子

店長に就任

平成18年９月 当社取締役に就任

平成21年３月 当社取締役Ｏｌｙｍｐｉｃおりーぶ新座店

プロジェクトチームリーダーに就任

平成22年５月 当社取締役Ｏｌｙｍｐｉｃおりーぶプロ

ジェクトチームリーダーに就任

平成23年９月
 
当社取締役に就任（現任）

  

（注）1 4.0
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

取締役

社長室長

兼経営企画

部長

大野 芳宏 昭和32年１月19日生

 
平成10年２月 当社入社、第二営業本部長付部長

平成12年２月 当社社長室長兼能力開発室長

平成12年５月 当社取締役社長室長兼能力開発室長に就任

平成13年８月 当社取締役社長室長兼能力開発室長兼経理

部長に就任

平成14年３月 当社取締役社長室長兼総合企画室長に就任

平成15年３月 当社取締役人事部長に就任

平成18年９月 当社取締役管理本部副本部長兼人事部長に

就任

平成19年３月 当社取締役管理本部副本部長兼社長室長兼

人事部長に就任

平成24年11月 当社取締役管理本部副本部長兼社長室長に

就任

平成25年３月 当社取締役管理本部副本部長兼社長室長兼

総務部長に就任

平成25年９月 当社取締役管理本部副本部長兼社長室長兼

総務部長兼経理部長に就任

平成25年11月 当社取締役管理本部副本部長兼社長室長兼

総務部長に就任

平成27年５月

平成28年３月

当社取締役社長室長に就任

当社取締役社長室長兼経営企画部長に就任

（現任）
 

（注）1 4.4

取締役  栗岡 威 昭和20年12月18日生

 
昭和43年４月 大正海上火災保険㈱（現三井住友海上火

災保険㈱）入社

平成７年６月 同社取締役企画第三部長

平成16年４月 同社取締役副社長執行役員副社長東京企

画第一本部長兼金融営業推進本部長

平成17年４月 三井住友海上シティインシュアランス生

命保険㈱（現三井住友海上メットライフ

生命保険㈱）代表取締役共同社長

平成19年２月 三井住友海上メットライフ生命保険㈱代

表取締役社長ＣＥＯ

平成21年４月 三井住友海上火災保険㈱特別顧問

平成22年５月 当社監査役に就任

平成23年６月 企業活性パートナーズ㈱取締役

平成26年４月 同社取締役会長（現任）

平成27年５月 当社取締役に就任（現任）
 

（注）1 －

取締役  野田 敏幸 昭和32年１月14日生

昭和55年４月 国税庁長官官房入庁

平成22年７月 国税不服審判所部長審判官

平成23年７月 札幌国税不服審判所所長

平成24年７月

平成26年７月

平成27年７月

平成28年３月

平成28年５月

軽自動車検査協会理事

広島国税不服審判所所長

名古屋国税不服審判所所長

同庁退職

当社取締役に就任（現任）
 

（注）1 －

常勤監査役  高松 信幸 昭和22年９月17日生

 
昭和48年９月 当社入社

平成19年７月 当社安全対策室副室長

平成22年５月 当社常勤監査役に就任（現任）
 

（注）2 13.8

常勤監査役  菊池 敏之 昭和23年10月17日生

 
昭和48年２月 当社入社

平成15年８月 当社店舗管理部長

平成20年２月 当社営業管理部長

平成23年５月 当社常勤監査役に就任（現任）
 

（注）3 10.9

監査役  前島 信 昭和20年８月10日生

 
昭和56年４月 慶應義塾大学助教授

平成元年４月 同大学教授

平成14年11月 同大学教授兼慶応義塾評議員

平成23年４月 同大学名誉教授（現任）

平成23年５月 当社監査役に就任（現任）

平成25年４月 独立行政法人日本学術振興会グローバ

ル学術情報センター所長（現任）
 

（注）3 －
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

監査役  土門 義三 昭和21年11月24日生

 
昭和40年４月 仙台国税局総務部入局

平成７年７月 高松国税局総務部事務管理課長

平成９年７月 麹町税務署副署長

平成11年７月 税務大学校教育第一部教授

平成16年７月 敦賀税務署長

平成17年７月 足立税務署長

平成18年８月 税理士登録

土門義三税理士事務所所長（現任）

平成23年４月 一般財団法人野崎わかば会監事(現任）

平成23年５月 当社監査役に就任（現任）
 

（注）3 －

    計  137.3

 （注）１．平成28年５月26日開催の定時株主総会による選任後１年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時株主総会の終結の時までであります。

２．平成26年５月29日開催の定時株主総会による選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時株主総会の終結の時までであります。

３．平成27年５月28日開催の定時株主総会による選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時株主総会の終結の時までであります。

４．取締役栗岡威及び野田敏幸は、社外取締役であります。

５．監査役前島信及び土門義三は、社外監査役であります。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、株主、投資家に、法令に基づく権利及び利益を平等に保障できるよう、コーポレート・ガバナンス体

制を有効に機能させることが企業経営の大前提であると認識しております。

そして、その実現のために、必要な施策を実施し、企業価値の継続的な増大を図る体制を構築していくこと

が、経営の最重要課題であると位置づけております。

また当社は、社会的信頼を保持すべく業務の適正性を確保するために、内部統制システムの充実を不断に行

なってまいります。

「内部統制」により求められる事項は、社会的信頼を確立し企業価値を高めていくための要締ととらえられま

す。このため、グループ全社をあげて統制環境の整備を推進し、基準管理による意思決定支援体制の充実並びに

業務プロセスの効率化、標準化に取組んでおります。

さらに当社は上場企業として、株主及び投資家をはじめ、あらゆるステークホルダーに対して、経営の透明性

向上の一環として迅速かつ正確、公正なＩＲ活動を進めており、財務諸表をはじめ、月次の売上高、客数、客単

価などの幅広い情報を、当社グループのホームページ（http://www.olympic-corp.co.jp/）において開示してお

ります。

①　企業統治の体制

（企業統治の体制の概要とその体制を採用する理由）

当社は監査役制度を採用しており、会社の機関としては株主総会、取締役会及び監査役会を設置しており

ます。

取締役会は、本有価証券報告書提出日現在で８名の取締役（うち社外取締役２名）で構成されており、毎

月１回開催することを原則とし、公正で透明性の高い経営を実現するために、「取締役会規程」に則し、業

務執行に係る重要な意思決定は、取締役会で十分な検討を加え審議する体制を運営することで、代表取締役

並びに業務担当取締役の業務執行に関する監督、監視機能を有効に機能させております。

また、当社定款に則し「取締役会規程」により、緊急性を要する事案等について、取締役会の書面決議に

より即日決議することが可能と定めております。

書面決議の実施に際しては、取締役全員の同意及び監査役全員に異議のないことを確認の上、当該決議を

実施する体制としております。

監査役会は、本有価証券報告書提出日現在で４名の監査役（うち社外監査役２名）で構成されており、取

締役の業務執行の状況を客観的な立場から監査するとともに、年11回の定例監査役会を開催し、策定した監

査計画に基づき、当社の内部統制システムの機能状況及び監査結果について審議しております。

監査役は監査役会の監査計画に基づき取締役会に出席するほか、監査役会独自に店舗監査を行うなど、取

締役の業務執行状況及び業務全般にわたるモニタリングは綿密になされており、経営監視機能は有効に機能

しております。

また、現任の社外監査役については、その知見及び社会的立場から、高い独立性を有すると判断しており

ます。

また、当社は規程において監査役の報酬を監査役会の決定に委ねることにより、経営陣から独立した立場

として機能できる体制としております。

役員の任期については、取締役の任期１年に対し監査役の任期を４年とし、比較的長い期間本質的な監査

業務に関与し、専門的な立場から監査に専念できる体制としております。

また、監査役会は定期的に代表取締役との会合を行い、監査結果に基づく経営監視に関する意見表明や意

見交換等を実施し、監査機能を有効に発揮しうる体制としております。

さらに、下記「当社の経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織の状況」及び「内部監査及び

監査役監査の状況」に記載のとおり、充実した監査を行なうことにより、監査役による経営監視機能の強化

を図っております。

（当社の経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織の状況）

経営上重要事項に関する意思及び執行の決定は、「取締役会規程」に基づき取締役会において、審議し決

議する体制としております。

取締役会は、取締役８名（うち社外取締役２名）、監査役４名（うち社外監査役２名）で運営されてお

り、活発な議論、意見交換がなされ、有効に機能しております。

社外監査役２名を含む監査役は、監査役会が決定した監査方針及び法令等遵守の観点から、取締役会の決

定事項について監査するとともに、客観的な視点から、当社へ助言、勧告等を行っております。
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さらに、多様な視点から、取締役会の適切な意思決定を図るとともに、監督機能の一層の強化を図るた

め、社外取締役２名を選任しております。

独立性のある社外取締役及び社外監査役による経営の監督・監視機能の強化を図ることにより、経営の効

率性の向上、経営の健全性の維持及び経営の透明性の確保というコーポレート・ガバナンスの目的をより一

層実現できると考えております。

以上のことから当社は、現状の会社規模、事業領域の特性並びに経営計画の遂行状況等を総合的に判断

し、社外の独立した立場で企業社会全体を俯瞰する客観的視点により、監査役が取締役会における監視機能

を充分に果たすとともに、コーポレート・ガバナンスの実効性が確保されていると考えております。

なお、企業統治の体制は下図のとおりであります。

（その他の企業統治に関する事項）

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正性を確

保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

ａ．取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・　当社は、職務執行にあたり、基本理念（正直を売る）、法令、定款、社内規程に基づき、法令遵守と

社会理念の遵守を企業行動の原点とすることを基本方針とします。

・　当社取締役は、基本理念に基づく行動規範に従い、当社グループ全体における基本方針の遵守体制構

築および実践を率先垂範して行います。

・　当社は、社会的信頼を保持すべく業務の適正性を確保するために、会社法に基づく内部統制システム

の構築とその運用体制の整備を行います。

・　取締役会については「取締役会規程」を定め、その適切な運営が確保され、定時取締役会を月１回開

催することを原則とし、必要に応じて臨時取締役会を随時開催します。取締役は「取締役会規程」に基

づき付議事項を決議するとともに、取締役間の意思疎通を図り、必要に応じて外部専門家に意見を求

め、相互に業務執行を監督する体制を実践します。
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・　取締役の職務執行については、監査役会設置会社として監査役会の定める「監査役会規程」、監査方

針及び監査役間の業務分担に従い、各監査役の監査対象事項として監査する監督体制を機能させるほ

か、取締役が他の取締役の法令・定款違反行為を発見した場合は、直ちに監査役会に報告することと

し、遅滞なくその是正を図る体制とします。

・　法令等遵守体制を統括する機関として、取締役管理本部長を総括責任者とするコンプライアンス委員

会を設置し、体制の整備、運用について審議を行い、取締役会、監査役会および代表取締役社長直轄の

監査室並びに関連各部署へ報告を行うとともに、全社的な運営、実践の徹底を図ります。

ｂ．取締役の職務の執行に係る情報の保存、管理に関する体制

取締役の職務執行に係る情報の保存および管理については、「文書管理規程」の定めるところにより、

担当取締役（管理本部長）を総括責任者として実施します。

ｃ．財務報告の信頼性を確保するための体制

当社は金融商品取引法に基づく、内部統制報告制度への対応を、企業基盤強化のインフラ整備の一環と

して位置づけ、財務報告の信頼性を確保するために内部統制の有効かつ効率的な整備・運用に取り組みま

す。

ｄ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・　取締役管理本部長をリスク管理の総括責任者とし、各担当取締役とともに「職務権限規程」、「グ

ループ会社管理規程」、「リスク管理規程」、「情報システム運用管理依頼受入規程」及び「財務報告

に係る内部統制規程」に則し、カテゴリーごとのリスクを体系的に管理します。

・　各部門においては、関連規程に基づきマニュアル並びにガイドラインに従いリスク管理を行います。

・　監査役及び監査室は各部門のリスク管理状況を監査し、その結果を取締役会に報告します。

・　取締役会及びグループ経営会議は、定期的にリスク管理体制を見直し、問題点の把握と改善に努めま

す。

ｅ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・　担当取締役（管理本部長）を総括責任者とし、取締役会において決定した、年次経営計画に基づいた

各部門目標に対し、職務執行が効率的に行われるよう監督します。各部門担当取締役は、年次経営計画

に基づいた各部門が実施すべき具体的な施策及び効率的な業務遂行体制を決定します。

・　総括責任者は、その遂行状況を各部門取締役に、取締役会及びグループ経営会議において定期的に報

告させ、施策及び効率的な業務遂行体制を阻害する要因の分析及びその改善を図ります。

ｆ．使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・　当社は、基本理念に基づいた「行動規範」を制定し、代表取締役がその精神を役職者はじめグループ

会社全使用人に伝達し、法令遵守と社会理念の遵守を企業行動の原点とすることを徹底します。

・　コンプライアンス委員会は、当社の運営及び事業に関連する主要な法令に対応する規程の整備状況並

びに運営状況を審査し、内部統制委員会及び内部監査機関である監査室等と連携し、関連部署並びに組

織機能別に運営体制の整備、運用等具体的な実施方法等について報告、指導を行います。

・　関連各部においては、規程及び運用マニュアル等の整備を行い、各機関の本部機能や各種会議体、情

報伝達システム等を通じて、各従業員の関連法令等に関する運用実践の徹底を図ります。

・　また、「公益通報者保護に関する規程」に基づき、不正行為等の早期発見と是正を図るために、公益

通報窓口を設置し、内部通報制度によるコンプライアンス体制の強化に努めます。

ｇ．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正性を確保するための体制

・　当社グループ各社の業務遂行については、「グループ会社管理規程」、「グループコンプライアンス

規程」、「リスク管理規程」及び「財務報告に係る内部統制規程」に基づき、担当取締役（管理本部

長）並びに担当執行役員（経営企画部長）が、これを日常的に統括管理するほか、円滑な情報交換とグ

ループ経営を推進するため、各種会議体を定期的に開催します。

イ．子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

・　当社グループ各社は「グループ会社管理規程」に基づき、報告書等を当社に提出するほか、必要に応

じ関連する会議体に報告します。

ロ．子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
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・　「グループ会社管理規程」、「リスク管理規程」及び当社グループ各社の「職務権限規程」等の規程

に基づきリスク管理体制をグループ全体で構築し、子会社のリスクを当社の組織において管理します。

ハ．子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・　月次のP/L、B/Sの報告とグループ全体並びに各社の課題管理と執行のためにグループ経営会議を、ま

た、キャッシュ・フローの月次管理と課題確認のためにグループ資金会議を実施します。

ニ．子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・　コンプライアンス委員会の運営は当社グループ各社の代表者により行い、グループ全体の法令遵守体

制の整備、運用について審議します。

・　監査役と監査室は、定期的または臨時にグループ管理体制を監査します。

ｈ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、その使用人に関する事項

監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査室員を監査役の職務を

補助すべき使用人として指名することとします。

ｉ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、その使用人の取締役からの独立性に関する

事項

監査室は監査計画を独自に設定して、代表取締役社長の承認後に、監査実務を執行し、監査報告等を代

表取締役社長及び監査役会に提出します。

ｊ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、監査役のその使用人に対する指示の実効性

の確保に関する事項

・監査役の職務を補助すべき使用人として指名された監査室員の指揮権は監査役に委譲することとしま

す。

ｋ．取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人またはこれらの者から報告を受けた者が監査役

に報告するための体制、その他の監査役への報告に関する体制

・　当社グループ各社の役員及び従業員は、事業上のリスクについては決裁権限を持つ組織を通じ、法令

違反行為等についてはコンプライアンス相談窓口を通じて、速やかに当社監査役にその内容を報告する

こととします。

・　法令違反行為等については、通報処理担当者に限らず、報告を受けた者は規程に準じて誠実に対応す

るよう努めます。

・　法令違反行為等の通報があり、調査のうえ法令違反行為等が行われている事実を確認した場合、取締

役は是正を図るとともにその事実を監査役に報告することとします。

ｌ．監査役に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体

制

「公益通報者保護に関する規程」に基づき、監査役に報告をした者が報告をしたことを理由として不利

な取扱いを受けないようにするとともに、報告をした者の職場環境が悪化することがないように適切な措

置をとります。また、報告をした者に不利な取扱いや嫌がらせ等を行った者に対し、就業規則に従って処

分を課すことができるものとします。

ｍ．監査役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

監査役の職務の執行上必要と認める費用について、あらかじめ予算を計上するとともに、緊急又は臨時

に支出したものについては、会社に償還を請求することができるものとします。

ｎ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・　監査役の半数以上は社外監査役で構成し、透明性の確保に努めます。

・　監査役は、代表取締役、担当取締役（管理本部長)、会計監査人及び監査室並びに内部統制委員会と定

期的に会合を行い、当社グループが対処すべき課題や当社グループに係るリスク、監査役の監査の環境整

備に関する事項や監査上の重要な課題について意見交換を行うことに加え、毎月開催される当社取締役会

に出席し、取締役会での審議・報告事項を取締役と共有するよう努めます。

ｏ．反社会的勢力排除のための体制
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・　「グループコンプライアンス規範」や「Olympicグループコンプライアンス要綱」に、反社会的勢力と

の関係はいっさい持たず、反社会的勢力への資金提供はいかなる場合もいっさい行わない旨を盛り込み、

社内外に周知徹底します。

・　反社会的勢力からの不当要求が発生した場合や相手が反社会的勢力と知らず関係を持ったことが判明

した場合の対応窓口は総務部並びに㈱Olympic管理部とし、総務部長並びに管理部長は、外部専門機関等と

連携し、反社会的勢力との関係を解消させます。また、その過程について、取締役会に逐次報告を行いま

す。

・　総務部長並びに管理部長は、反社会的勢力と関係を遮断するため、外部専門機関と連携し、問題が発

生しないように社内体制を整備し、その活動状況を定期的に取締役会に報告します。また、警視庁OBを常

勤させ、外部専門機関と密接な連携を取ることができる体制とします。

②　監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役は、会計監査人と綿密な連携を保ち、監査に関する報告及び説明を受けるほか、独立性と権限によ

り、監査の実効性を確保するとともに、監査役が行った監査について必要がある場合は、会計監査人等の意

見を聴取しております。

監査役及び監査室は、定期的または随時グループ管理体制等の監査を行い、その監査結果を取締役会に報

告しております。

内部監査部門である監査室は、店舗等の事業所を巡回し、監査計画に基づき内部監査を実施しており、そ

の主な内容は取引事実（資産の評価等）が正確に財務諸表に反映されているか、収入・支出または重要な資

産の購入・処分等が法令、社内規程に基づき所定の承認・手続きに従って行われているかについてであり、

現地調査による監査結果は、経営者に適切に報告されております。

また、監査室は管理部安全対策担当と連携し店舗運営に係る各種法令等の遵守状況を監査し、コンプライ

アンス委員会に報告するとともに、当該運営の整備状況が妥当に進捗しているかについて、各種主要な会議

体の運営状況について監査を行い、当社及び当社子会社の取締役（会）、監査役（会）に報告する体制とし

ております。

③　社外取締役及び社外監査役

当社は社外取締役を２名及び社外監査役を２名選任しております。

（社外取締役又は社外監査役を選任するため提出会社からの独立性に関する基準又は方針の内容）

当社は、社外取締役及び社外監査役を選任するための提出会社からの独立性に関する基準又は方針は特段

設けておりませんが、選任にあたっては東京証券取引所の独立役員の独立性に関する判断基準等を参考と

し、一般株主と利益相反が生じるおそれがなく、豊富な知識や経験に基づき客観的な視点から当社の経営に

対し、適切な意見を述べていただける方であることを選任基準のひとつと考えております。

（社外取締役及び社外監査役が提出会社の企業統治において果たす機能及び役割）

当社は、社外取締役及び社外監査役が提出会社の企業統治において果たす機能及び役割として、経営監視

機能の客観性及び中立性を確保し、株主及び投資家の信頼に応えるコーポレート・ガバナンス体制を実現さ

せることだと考えております。

（社外取締役及び各社外監査役と提出会社につき人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係）

社外取締役である栗岡威氏及び野田敏幸氏並びに社外監査役である前島信氏及び土門義三氏は、当社又は

当社の特定事業者の業務執行者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずるものではなく、過去５年間

に当社又は当社の特定関係事業者の業務執行者となったこともありません。

社外取締役である栗岡威氏は、企業活性パートナーズ㈱の取締役会長でありますが、当社と企業活性パー

トナーズ㈱との間には特別の関係はありません。

社外監査役である前島信氏は、独立行政法人日本学術振興会グローバル学術情報センター所長であります

が、当社と独立行政法人日本学術振興会との間には特別の関係はありません。

社外監査役である土門義三氏は税理士の資格を有しており、土門義三税理士事務所を経営しております

が、当社と土門義三税理士事務所との間には特別の関係はありません。

なお、当社は、社外取締役栗岡威氏及び野田敏幸氏並びに社外監査役前島信氏の３名を、一般株主の保護

のために確保することを義務づけられている独立役員として、東京証券取引所に対して独立役員届出書を提

出しております。

（社外取締役又は社外監査役の選任状況に関する提出会社の考え方）
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当社は、コーポレート・ガバナンスにおいて、外部からの客観的、中立の経営監視の機能が重要と考えて

おり、社外監査役２名による監査が実施されることに加え、社外取締役２名を選任したことにより、外部か

らの経営監視機能は十分に機能する体制が整っていると考え、現状の体制といたしました。

（社外取締役及び社外監査役との責任限定契約の内容）

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、社外取締役及び社外監査役との間において、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令

が定める額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役及び社外監査役が責任

の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。

④　役員報酬等

イ．提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額

（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる

役員の員数

（名）基本報酬
ストック

オプション
賞与 退職慰労金

取締役（社外取締役を

除く。）
40 40 － － － 2

監査役（社外監査役を

除く。）
10 10 － － － 2

社外役員 12 12 － － － 5

 
（注）１．当社取締役８名のうち、６名の報酬等は兼務する当社子会社より支給しております。

２．取締役の報酬には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

３．取締役の報酬限度額は、平成10年５月28日開催の第26回定時株主総会において年額300百万円以内

（ただし、使用人分給与は含まない）と決議いただいております。

４．監査役の報酬限度額は、平成５年５月27日開催の第21回定時株主総会において年額30百万円以内と決

議いただいております。

ロ.報酬等の総額が１億円以上である者の報酬等の総額等

連結報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

ハ．使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの

該当事項はありません。

ニ．役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法

取締役の報酬につきましては、役位、在籍年数等をもとにして年俸を定め、これに基づいて株主総会で決

議された総額の範囲内で支給いたしております。取締役の業績は担当業務が各様であり、統一基準で評価す

ることが容易ではなく、また、現行の取締役の報酬は、委任契約の報酬、提供する労務の対価という性質が

主要なものであります。

なお、業績向上のインセンティブとなる部分の導入を含め、今後とも報酬の体系につきまして検討を行っ

てまいる所存であります。

⑤　株式の保有状況

イ．投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

16銘柄　　948百万円
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ロ．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目

的

前事業年度

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱みずほフィナンシャルグループ※ 1,993,420 439 取引関係維持

㈱ラックランド※ 274,000 408 友好関係維持

日本ハム㈱ 22,000 59 取引関係維持

㈱銀座山形屋 179,000 32 友好関係維持

㈱セブン＆アイ・ホールディングス 2,600 11 業界動向等の情報収集のため

第一生命保険㈱ 2,800 5 取引関係維持

大正製薬ホールディングス㈱ 600 4 取引関係維持

㈱丸井グループ 2,200 3 業界動向等の情報収集のため

㈱いなげや 1,000 1 業界動向等の情報収集のため

エイチ・ツー・オー・リテイリング㈱ 630 1 業界動向等の情報収集のため

ユニーグループ・ホールディングス㈱ 1,200 0 業界動向等の情報収集のため

※貸借対照表計上額が資本金額の100分の１を超えております。

当事業年度

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱ラックランド※ 274,000 390 友好関係維持

㈱みずほフィナンシャルグループ※ 1,993,420 331 取引関係維持

日本ハム㈱ 22,000 52 取引関係維持

㈱銀座山形屋 179,000 37 友好関係維持

㈱セブン＆アイ・ホールディングス 2,600 11 業界動向等の情報収集のため

大正製薬ホールディングス㈱ 600 5 取引関係維持

第一生命保険㈱ 2,800 3 取引関係維持

㈱丸井グループ 2,200 3 業界動向等の情報収集のため

㈱いなげや 1,000 1 業界動向等の情報収集のため

エイチ・ツー・オー・リテイリング㈱ 630 1 業界動向等の情報収集のため

ユニーグループ・ホールディングス㈱ 1,200 0 業界動向等の情報収集のため

※貸借対照表計上額が資本金額の100分の１を超えております。

ハ．保有目的が純投資目的である投資株式の前事業年度及び当事業年度における貸借対照表計上額の合計額並び

に当事業年度における受取配当金、売却損益及び評価損益の合計額

当社は、保有目的が純投資目的である投資株式は保有しておりません。

ニ．投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したものの銘柄、株式数、貸借対照表計

上額

該当事項はありません。
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ホ．投資株式の保有目的を純投資以外の目的から純投資目的に変更したものの銘柄、株式数、貸借対照表計上額

該当事項はありません。

⑥　会計監査の状況

当社は、新日本有限責任監査法人を会計監査人として選任しております。当社の会計監査業務を執行した

公認会計士は、山田治幸、本間愛雄、長崎将彦の３名であり、いずれも新日本有限責任監査法人に所属して

おります。なお、継続監査年数については全員７年以内であるため記載を省略しております。

また、当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士13名及びその他15名で構成されております。

（新日本有限責任監査法人との責任限定契約の内容）

当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、新日本有限責任監査法人との間において、同法第423条第

１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が

定める額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、新日本有限責任監査法人が責任の原因と

なった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。

⑦　取締役の定数

当社の取締役は、15名以内とする旨定款に定めております。

⑧　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有す

る株主が出席し、その議決権の過半数をもって行い、累積投票によらないものとする旨定款に定めておりま

す。

⑨　剰余金の配当等の決定機関

当社は、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項について、法令に別段の定めがある場合を

除き、株主総会の決議によらず取締役会の決議により定める旨を定款に定めております。これは、剰余金の

配当等を取締役会の権限とすることにより、機動的な資本政策を行うことを目的とするものであります。

⑩　自己の株式の取得

当社は、自己の株式の取得について、経済情勢の変化に機動的に対応し、財務政策等の経営諸政策を効率

的に遂行できるようにするため、会社法第165条第２項の規定に基づき、取締役会の決議によって市場取引等

により、自己の株式を取得することができる旨を定款に定めております。

⑪　取締役及び監査役の責任免除

当社は、取締役（取締役であった者を含む。）及び監査役（監査役であった者を含む。）の会社法第423条

第１項の賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合には、取締役会の決議により法令の限度にお

いてその責任を免除することができる旨を定款に定めております。これは、取締役及び監査役が期待される

役割を十分に発揮できるようにすることを目的とするものであります。

⑫　株主総会の特別決議要件

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる

株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定め

ております。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を

行うことを目的とするものであります。
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（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

提出会社 77 － 72 －

連結子会社 － － － －

計 77 － 72 －

 
②【その他重要な報酬の内容】
 
（前連結会計年度）

該当事項はありません。

（当連結会計年度）

該当事項はありません。

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】
 
（前連結会計年度）

該当事項はありません。

（当連結会計年度）

該当事項はありません。

④【監査報酬の決定方針】

当社の監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針は、監査法人から提出された会社法及び金融商品取

引法に基づく監査の監査報酬見積書の実査・立会・確認、四半期・期末の実証的検証手続等の予定時間及び

単価を精査・検討の上、決定しております。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。

(2）当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年

２月29日）の連結財務諸表及び事業年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）の財務諸表について新日

本有限責任監査法人による監査を受けております。

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等

の内容を適切に把握できる体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、同機構が開催するセ

ミナー等に参加しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当連結会計年度

(平成28年２月29日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※３ 3,600 ※３ 4,018

受取手形及び売掛金 581 571

商品 12,151 12,348

繰延税金資産 292 253

その他 2,558 2,139

貸倒引当金 △32 △47

流動資産合計 19,152 19,284

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※１，※３ 13,327 ※１，※３ 12,383

機械装置及び運搬具（純額） ※１ 487 ※１ 422

土地 ※３ 13,540 ※３ 14,070

その他（純額） ※１ 1,596 ※１ 1,319

有形固定資産合計 28,952 28,195

無形固定資産   

その他 1,635 1,493

無形固定資産合計 1,635 1,493

投資その他の資産   

投資有価証券 ※２，※３ 1,559 ※２，※３ 1,396

長期貸付金 ※３ 2,304 ※３ 2,209

繰延税金資産 28 28

敷金及び保証金 ※３ 16,020 ※３ 15,924

その他 ※３ 789 ※３ 1,231

投資その他の資産合計 20,702 20,791

固定資産合計 51,290 50,480

繰延資産 40 80

資産合計 70,482 69,845
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当連結会計年度

(平成28年２月29日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 ※３ 9,593 ※３ 8,895

短期借入金 ※３ 17,667 ※３ 16,985

未払法人税等 87 99

未払消費税等 620 660

賞与引当金 236 258

その他 3,591 2,895

流動負債合計 31,797 29,795

固定負債   

社債 1,928 3,630

長期借入金 ※３ 9,122 ※３ 9,393

繰延税金負債 239 156

資産除去債務 355 362

その他 1,870 1,656

固定負債合計 13,515 15,199

負債合計 45,312 44,995

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,946 9,946

資本剰余金 9,829 9,829

利益剰余金 5,264 5,016

自己株式 △292 △292

株主資本合計 24,748 24,500

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 421 349

その他の包括利益累計額合計 421 349

純資産合計 25,169 24,850

負債純資産合計 70,482 69,845
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　平成26年３月１日
　至　平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自　平成27年３月１日
　至　平成28年２月29日)

売上高 98,062 100,705

売上原価 68,182 70,573

売上総利益 29,879 30,132

営業収入 6,010 6,306

営業総利益 35,889 36,438

販売費及び一般管理費 ※１ 35,512 ※１ 35,745

営業利益 376 693

営業外収益   

受取利息 54 49

受取配当金 20 23

債務受入益 58 66

補助金収入 105 －

その他 41 36

営業外収益合計 280 175

営業外費用   

支払利息 398 368

その他 34 25

営業外費用合計 432 394

経常利益 224 474

特別損失   

固定資産除却損 128 11

減損損失 ※２ 101 ※２ 190

投資有価証券評価損 － 30

特別損失合計 229 232

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△5 241

法人税、住民税及び事業税 90 127

法人税等調整額 244 17

法人税等合計 334 145

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△）
△340 96

当期純利益又は当期純損失（△） △340 96
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【連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成26年３月１日
　至　平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自　平成27年３月１日
　至　平成28年２月29日)

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調

整前当期純損失（△）
△340 96

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 176 △71

その他の包括利益合計 ※ 176 ※ △71

包括利益 △163 25

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △163 25
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 9,946 9,829 5,949 △291 25,433

当期変動額      

剰余金の配当   △344  △344

当期純損失（△）   △340  △340

自己株式の取得    △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － － △684 △0 △684

当期末残高 9,946 9,829 5,264 △292 24,748

 

    

 その他の包括利益累計額

純資産合計
 

その他有価証券評価
差額金

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 244 244 25,677

当期変動額    

剰余金の配当   △344

当期純損失（△）   △340

自己株式の取得   △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

176 176 176

当期変動額合計 176 176 △507

当期末残高 421 421 25,169
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当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 9,946 9,829 5,264 △292 24,748

当期変動額      

剰余金の配当   △344  △344

当期純利益   96  96

自己株式の取得    △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － － △247 △0 △247

当期末残高 9,946 9,829 5,016 △292 24,500

 

    

 その他の包括利益累計額

純資産合計
 

その他有価証券評価
差額金

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 421 421 25,169

当期変動額    

剰余金の配当   △344

当期純利益   96

自己株式の取得   △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△71 △71 △71

当期変動額合計 △71 △71 △319

当期末残高 349 349 24,850
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　平成26年３月１日
　至　平成27年２月28日)

当連結会計年度
(自　平成27年３月１日
　至　平成28年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△5 241

減価償却費 2,118 2,106

投資有価証券評価損益（△は益） － 30

のれん償却額 30 30

賞与引当金の増減額（△は減少） 8 22

賃借契約損失引当金の増減額（△は減少） △67 －

敷金及び保証金の支払賃料相殺額 698 537

長期貸付金の支払賃料相殺額 150 170

受取利息及び受取配当金 △75 △72

支払利息 398 368

債務受入益 △58 △66

固定資産除却損 128 11

減損損失 101 190

売上債権の増減額（△は増加） △130 9

たな卸資産の増減額（△は増加） △786 △201

仕入債務の増減額（△は減少） 1,008 △670

未払金の増減額（△は減少） 355 △463

その他 392 79

小計 4,267 2,324

利息及び配当金の受取額 35 34

利息の支払額 △390 △380

法人税等の支払額 △71 △89

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,841 1,888

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △52 △26

有形固定資産の取得による支出 △2,851 △1,335

貸付けによる支出 △570 △53

敷金及び保証金の差入による支出 △189 △812

敷金及び保証金の回収による収入 251 486

その他 △142 △339

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,553 △2,080

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,549 △998

長期借入れによる収入 8,054 6,224

長期借入金の返済による支出 △6,326 △5,636

社債の発行による収入 1,675 2,542

社債の償還による支出 △240 △578

セールアンド割賦バック取引による支出 △505 △529

配当金の支払額 △343 △343

その他 △53 △70

財務活動によるキャッシュ・フロー 710 610

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 997 418

現金及び現金同等物の期首残高 2,329 3,327

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 3,327 ※ 3,745
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　　　16社

連結子会社名は「第１　企業の概況　４．関係会社の状況」に記載のとおりであります。

(2) 非連結子会社の名称等

荒針産業㈱

（連結の範囲から除いた理由）

小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等

は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用していない非連結子会社

荒針産業㈱

(2) 持分法を適用していない非連結子会社について持分法を適用していない理由

荒針産業㈱は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法

の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性が無いため、持

分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

すべての連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

②デリバティブ

時価法

③たな卸資産

生鮮食品及びデリカテッセン等

最終仕入原価法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）

店舗在庫商品

売価還元法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）

センター在庫商品

先入先出法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備は除く）については、定額法を採用しており

ます。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　　７～39年

機械装置及び運搬具　　　　４～17年

②無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウエア

社内における利用可能期間(５年以内)に基づく定額法
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③リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

④長期前払費用

定額法

(3) 繰延資産の償却方法

社債発行費

社債の償還の期間にわたり定額法により償却しております。

(4) 重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(5) 重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

金利スワップ及び金利キャップについては特例処理の要件を満たしている場合は、特例処理を採用して

おります。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・金利スワップ

金利キャップ

ヘッジ対象・・・社債、借入金

③ヘッジ方針

デリバティブ取引は金利の変動によるリスク回避を目的としており、投機的な取引は行わない方針であ

ります。

デリバティブの執行・管理については取引権限及び取引限度額等を定めた社内ルールに従っておりま

す。

④ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップ及び金利キャップ取引の特例処理の要件を満たしているため、その判定をもって有効性の

評価に代えております。

(6）のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却期間については、その効果の発現する期間を個別に見積り、償却期間を決定した上で均等

償却することとしております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能

な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(8) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

①消費税等の会計処理方法

税抜方式によっております。

②連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。
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（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（未適用の会計基準等）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会

計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第

７号　平成25年９月13日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成25年

９月13日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10

号　平成25年９月13日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第４号　平成25年９月13日）

(1) 概要

主な改正点は以下のとおりであります。

・　支配が継続している場合の子会社に対する親会社の持分変動による差額は、資本剰余金として計上する方

法に改正されました。なお、改正前会計基準における「少数株主持分」について、当該会計基準等では「非

支配株主持分」に変更されました。

・　企業結合における取得関連費用は、発生した連結会計年度の費用として処理する方法に改正されました。

・　暫定的な会計処理の確定が企業結合年度の翌年度に行われた場合、企業結合年度の翌年度の連結財務諸表

と併せて企業結合年度の連結財務諸表を表示するときには、当該企業結合年度の連結財務諸表に暫定的な会

計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを反映させる方法に改正されました。

・　改正前会計基準における「少数株主損益調整前当期純利益」について、当該会計基準等では「当期純利

益」に変更されました。これに伴い、改正前会計基準における「当期純利益」について、当該会計基準等で

は「親会社株主に帰属する当期純利益」に変更されました。

(2) 適用予定日

平成28年３月１日以後開始する連結会計年度より適用します。

(3) 当該会計基準等の適用による影響

連結財務諸表に与える影響は、現在評価中であります。

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成27年12月28日）

(1) 概要

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」は、日本公認会計士協会における税効果会計に関する会

計上の実務指針及び監査上の実務指針（会計処理に関する部分）を企業会計基準委員会に移管するに際し

て、企業会計基準委員会が、当該実務指針のうち主に日本公認会計士協会監査委員会報告第66号「繰延税金

資産の回収可能性の判断に関する監査上の取扱い」において定められている繰延税金資産の回収可能性に関

する指針について、企業を５つに分類し、当該分類に応じて繰延税金資産の計上額を見積るという取扱いの

枠組みを基本的に踏襲した上で、分類の要件及び繰延税金資産の計上額の取扱いの一部について必要な見直

しを行ったもので、繰延税金資産の回収可能性について、「税効果会計に関する会計基準」（企業会計審議

会）を適用する際の指針を定めたものであります。

(2) 適用予定日

平成29年３月１日以後開始する連結会計年度より適用します。

(3) 当該会計基準等の適用による影響

連結財務諸表に与える影響は、現在評価中であります。

（表示方法の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（追加情報）

該当事項はありません。
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（連結貸借対照表関係）

 

※１．有形固定資産の減価償却累計額

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当連結会計年度

（平成28年２月29日）

有形固定資産の減価償却累計額 27,321百万円 29,176百万円

 

※２．非連結子会社に係る注記

　非連結子会社に対するものは次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当連結会計年度

（平成28年２月29日）

投資有価証券（株式） 386百万円 386百万円

 

※３．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当連結会計年度

（平成28年２月29日）

現金及び預金 213百万円 213百万円

建物及び構築物 7,497 7,199

土地 11,343 11,343

投資有価証券 875 748

長期貸付金 1,424 1,442

敷金及び保証金 3,991 3,550

その他（投資その他の資産） 262 269

計 25,607 24,767

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当連結会計年度

（平成28年２月29日）

買掛金 117百万円 119百万円

短期借入金 11,697 9,747

長期借入金（１年内返済予定長期借入金を

含む）
12,571 13,247

計 24,386 23,114
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（連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成26年３月１日
　　至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日

　　至　平成28年２月29日）

給料手当 12,235百万円 12,509百万円

賞与引当金繰入額 231 258

不動産賃借料 8,602 8,621

 

※２．減損損失

当社グループは原則として、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、主として店舗を基本単位とし

てグルーピングしております。

　前連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類

東京都 店舗 建物等

神奈川県 店舗 建物等

埼玉県 店舗 建物等

前連結会計年度において、店舗における営業活動から生じる損益が継続してマイナス又はマイナスとなる見

込みである資産グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（101百万円）

として特別損失に計上しております。その内訳は、建物及び構築物94百万円、有形固定資産その他7百万円であ

ります。なお、資産グループの回収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローがマ

イナスであるため、回収可能価額は零としております。

 

　当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類

東京都 店舗 建物等

千葉県 店舗 建物等

埼玉県 店舗 建物等

当連結会計年度において、店舗における営業活動から生じる損益が継続してマイナス又はマイナスとなる見

込みである資産グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（190百万円）

として特別損失に計上しております。その内訳は、建物及び構築物125百万円、機械装置及び運搬具13百万円、

有形固定資産その他52百万円であります。なお、資産グループの回収可能価額は、使用価値により測定してお

り、将来キャッシュ・フローがマイナスであるため、回収可能価額は零としております。

 

（連結包括利益計算書関係）

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 274百万円 △132百万円

組替調整額 0 －

税効果調整前 274 △132

税効果額 △97 61

その他有価証券評価差額金 176 △71

その他の包括利益合計 176 △71
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 23,354,223 － － 23,354,223

合計 23,354,223 － － 23,354,223

自己株式     

普通株式（注） 382,170 92 － 382,262

合計 382,170 92 － 382,262

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによるものであります。

 

２.配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成26年４月24日

取締役会
普通株式 344 15 平成26年２月28日 平成26年５月30日

 

（２） 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当金(円）

基準日 効力発生日

平成27年４月23日

取締役会
普通株式 344 利益剰余金 15 平成27年２月28日 平成27年５月29日

 

当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 23,354,223 － － 23,354,223

合計 23,354,223 － － 23,354,223

自己株式     

普通株式（注） 382,262 103 － 382,365

合計 382,262 103 － 382,365

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取りによるものであります。

EDINET提出書類

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ(E03132)

有価証券報告書

49/86



 

２.配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成27年４月23日

取締役会
普通株式 344 15 平成27年２月28日 平成27年５月29日

 

（２） 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当金(円）

基準日 効力発生日

平成28年４月25日

取締役会
普通株式 344 利益剰余金 15 平成28年２月29日 平成28年５月27日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

現金及び預金勘定 3,600百万円 4,018百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △273 △273

現金及び現金同等物の期末残高 3,327 3,745

 

（リース取引関係）

　　（借主側）

１．ファイナンス・リース取引

（1）所有権移転ファイナンス・リース取引

①リース資産の内容

有形固定資産

店舗内設備（有形固定資産その他）であります。

②リース資産の減価償却の方法

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計処理基準に関する事項　（2）重要な減価

償却資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

（2）所有権移転外ファイナンス・リース取引

①リース資産の内容

（ア）有形固定資産

主としてコンピュータ端末機（有形固定資産その他）であります。

（イ）無形固定資産

ソフトウエアであります。

②リース資産の減価償却の方法

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計処理基準に関する事項　（2）重要な減価

償却資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

２．オペレーティング・リース取引

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当連結会計年度

（平成28年２月29日）

１年内 5,193 4,844

１年超 32,485 30,484

合計 37,678 35,328
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定しております。

必要な資金については主に金融機関からの借入及び社債の発行等により調達しており、主な資金使途

は運転資金及び設備投資であります。

デリバティブ取引は、内部管理規程に従い、金利変動リスクを回避するために利用しており、投機的

な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

当社グループの主な営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

当該リスクに関しては、社内規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取

引先の信用状況を定期的に把握する体制としております。

投資有価証券は主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されており

ますが、定期的に時価の把握を行っており、リスクの低減に努めております。

長期貸付金、敷金及び保証金は主に店舗の新規出店時に貸主に差し入れる建設協力金並びに敷金及び

保証金であり、貸主の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、担当部署が貸主ごとの

信用状況を随時把握する体制としております。

営業債務である買掛金は、そのほとんどが２ヶ月以内の支払期日であります。

社債及び長期借入金のうち、変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されておりますが、一部を

除き、当該リスクを回避するためにデリバティブ取引をヘッジ手段として利用しております。ヘッジの

有効性評価については、特例処理の要件を満たしている取引のみであるため、その判定をもって有効性

の評価に代えております。デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限及び取引限度額等を定

めた社内ルールに従い、資金担当部門が決裁権限者の承認を得て行っております。なお取引の契約先は

信用度の高い金融機関に限っているため、相手先の契約不履行によるリスクはほとんどないものと認識

しております。

また、営業債務や借入金、社債は流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、月次資金

繰計画を作成するなどの方法により管理しております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等

を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

また、注記事項「デリバティブ取引関係」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、

その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

EDINET提出書類

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ(E03132)

有価証券報告書

51/86



２．金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握す

ることが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

前連結会計年度（平成27年２月28日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1）現金及び預金 3,600 3,600 －

(2）受取手形及び売掛金 581   

貸倒引当金(*1) △0   

 581 581 －

(3）投資有価証券 1,031 1,031 －

(4）長期貸付金 2,304 2,304 －

(5) 敷金及び保証金 4,688 4,514 △173

資産計 12,206 12,032 △173

(1）買掛金 9,593 9,593 －

(2）短期借入金 12,655 12,655 －

(3）社債(*2) 2,426 2,426 －

(4）長期借入金(*3) 14,134 14,301 166

負債計 38,810 38,976 166

デリバティブ取引 － － －
 
(*1)受取手形及び売掛金に対応する貸倒引当金を控除しております。

(*2)１年内返済予定の社債を含めております。

(*3)１年内返済予定の長期借入金を含めております。

当連結会計年度（平成28年２月29日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1）現金及び預金 4,018 4,018 －

(2）受取手形及び売掛金 571   

貸倒引当金(*1) △0   

 571 571 －

(3）投資有価証券 899 899 －

(4）長期貸付金 2,209 2,209 －

(5) 敷金及び保証金 4,034 3,909 △125

資産計 11,734 11,609 △125

(1）買掛金 8,895 8,895 －

(2）短期借入金 11,657 11,657 －

(3）社債(*2) 4,448 4,448 －

(4）長期借入金(*3) 14,722 14,942 220

負債計 39,722 39,942 220

デリバティブ取引 － － －
 
(*1)受取手形及び売掛金に対応する貸倒引当金を控除しております。

(*2)１年内返済予定の社債を含めております。

(*3)１年内返済予定の長期借入金を含めております。
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（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

(3）投資有価証券

　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関等から提示された価格

によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」を

ご参照下さい。

(4）長期貸付金

　長期貸付金のうち、建設協力金は「金融商品会計に関する実務指針」に基づき割引現在価値で評価してお

ります。その計上価額は、その時点の国債の利回りに基づいて算出しております。残存期間に対応した現状

の国債の利回りは計上時のものとほぼ等しく、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

(5）敷金及び保証金

　敷金及び保証金の時価の算定は、適切な指標に基づく利率で割り引いた現在価値により行っております。

負　債

(1）買掛金、(2）短期借入金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

(3）社債

社債の時価については、元利金の合計額を同様の新規起債を行った場合に想定される利率で割引いて算出

する方法によっておりますが、時価は帳簿価額とほぼ等しい事から、当該帳簿価額によっております。社債

のうち、金利スワップを行っているものは特例処理されており、当該金利スワップと一体として処理された

元利金の合計額を同様の新規起債を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっておりま

す。

(4）長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引

いて算定する方法によっております。変動金利による長期借入金のうち、金利スワップ及び金利キャップを

行っているものは特例処理されており、当該金利スワップ及び金利キャップと一体として処理された元利金

の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

デリバティブ取引

　注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照下さい。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：百万円）
 

区分
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
当連結会計年度

（平成28年２月29日）

非上場株式 141 109

関係会社株式 386 386

敷金及び保証金 11,331 11,890

非上場株式及び関係会社株式は、市場性がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることができず、時

価を把握することが極めて困難と認められるため、「(3)投資有価証券」に含めておりません。

敷金及び保証金の一部は、回収スケジュールを予測することができず、時価を把握することが極めて困難と

認められるため、「(5)敷金及び保証金」に含めておりません。
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（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（平成27年２月28日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

預金 2,092 － － －

受取手形及び売掛金 581 － － －

投資有価証券

その他有価証券のうち満期があるもの

（債券）

－ 25 25 －

長期貸付金 120 503 703 976

敷金及び保証金 649 1,962 1,063 1,013

合計 3,444 2,491 1,791 1,989

 

当連結会計年度（平成28年２月29日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

預金 2,577 － － －

受取手形及び売掛金 571 － － －

投資有価証券

その他有価証券のうち満期があるもの

（債券）

－ 25 25 －

長期貸付金 144 500 703 861

敷金及び保証金 535 1,471 1,108 919

合計 3,828 1,996 1,837 1,780
 
（注４）社債及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額

前連結会計年度（平成27年２月28日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 12,655 － － － － －

社債 498 498 498 498 434 －

長期借入金 5,011 3,911 2,583 1,390 684 553

合計 18,165 4,409 3,081 1,888 1,118 553

 

当連結会計年度（平成28年２月29日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 11,657 － － － － －

社債 818 818 1,818 754 240 －

長期借入金 5,328 4,105 3,395 1,030 632 229

合計 17,803 4,923 5,213 1,784 872 229
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前連結会計年度（平成27年２月28日）

 種類
連結貸借対照表計

上額
（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(1）株式 979 362 616

(2）債券 51 50 1

(3）その他 － － －

小計 1,030 412 618

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(1）株式 0 0 －

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 0 0 －

合計 1,031 413 618

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　141百万円）については、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

当連結会計年度（平成28年２月29日）

 種類
連結貸借対照表計

上額
（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

(1）株式 845 359 485

(2）債券 50 50 0

(3）その他 － － －

小計 896 409 486

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

(1）株式 3 3 △0

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 3 3 △0

合計 899 413 486

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額　109百万円）については、市場価格がなく、時価を把握する

ことが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

２．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

売却損益の合計額の金額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。
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３．減損処理を行った有価証券

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

有価証券について30百万円（非上場株式30百万円）減損処理を行っております。

なお、減損処理にあたっては、時価のある株式については、期末における時価が取得原価に比べ

50％以上下落した場合にはすべて減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性を考

慮して必要と認められた額について減損処理を行うこととしております。また、時価のない株式につ

いては、回復可能性を考慮して必要と認められた額について減損処理を行うこととしております。

 

（デリバティブ取引関係）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

該当事項はありません。

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

金利関連

前連結会計年度（平成27年２月28日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等

（百万円）

契約額等のうち

１年超（百万円）

時価

(百万円）

金利スワップの

特例処理

金利スワップ取引

変動受取・固定支払
社債 1,548 1,290 （注)1.

金利スワップの

特例処理

金利スワップ取引

変動受取・固定支払
長期借入金 8,954 5,751 （注)2.

金利キャップの

特例処理
金利キャップ取引 長期借入金 1,487 1,244 （注)2.

合計 11,990 8,285  

（注）1.金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている社債と一体として処理されている

ため、その時価は、当該社債の時価に含めて記載しております。

（注）2.金利スワップ及び金利キャップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一

体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

 

当連結会計年度（平成28年２月29日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等

（百万円）

契約額等のうち

１年超（百万円）

時価

(百万円）

金利スワップの

特例処理

金利スワップ取引

変動受取・固定支払
社債 1,290 946 （注)1.

金利スワップの

特例処理

金利スワップ取引

変動受取・固定支払
長期借入金 9,026 5,940 （注)2.

金利キャップの

特例処理
金利キャップ取引 長期借入金 1,244 1,013 （注)2.

合計 11,560 7,900  

（注）1.金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている社債と一体として処理されている

ため、その時価は、当該社債の時価に含めて記載しております。

（注）2.金利スワップ及び金利キャップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一

体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

EDINET提出書類

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ(E03132)

有価証券報告書

56/86



（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び連結子会社の退職給付制度の概要

当社及び連結子会社は、従業員が前払退職金又は確定拠出年金を選択する確定拠出型の制度を適用し

ております。

２．確定拠出制度

当社及び連結子会社の確定拠出制度及び前払退職金の計上額は以下のとおりであります。

(百万円）

 
前連結会計年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

確定拠出年金掛金の計上 235 230

前払退職金の計上 94 99

計 329 329

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
 

当連結会計年度
（平成28年２月29日）

繰延税金資産    

賞与引当金 86百万円 90百万円

未払費用（法定福利費） 13  13

未払事業所税 54  52

未払事業税 18  18

連結会社間内部利益消去 20  41

減損損失 323  282

有形固定資産過大 137  125

投資有価証券評価損 21  29

会員権評価損 83  75

定期借地権償却額 236  239

税務上の繰越欠損金 1,562  1,407

その他 41  42

繰延税金資産小計 2,599  2,419

評価性引当額 △2,194  △2,045

繰延税金資産合計 405  373

繰延税金負債    

借地権更新料 △18  △16

資産除去債務 △68  △59

その他有価証券評価差額金 △199  △138

その他 △37  △34

繰延税金負債合計 △324  △248

繰延税金資産の純額 81  125

（注）　前連結会計年度及び当連結会計年度における繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目

に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
 

当連結会計年度
（平成28年２月29日）

流動資産－繰延税金資産 292百万円 253百万円

固定資産－繰延税金資産 28  28

固定負債－繰延税金負債 △239  △156
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前連結会計年度

（平成27年２月28日）
 

当連結会計年度
（平成28年２月29日）

法定実効税率 法定実効税率と税効果

会計適用後の法人税等の

負担率との差異について

は、税金等調整前当期純

損失を計上しているため

記載を省略しておりま

す。

 35.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目  2.4％

受取配当金等永久に益金に算入されない項目  △1.5％

住民税均等割等  14.4％

未実現利益の税効果未認識額  2.6％

税率変更による影響  1.4％

評価性引当額の増減  9.4％

その他  △4.4％

税効果会計適用後の法人税等の負担率  59.9％

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」

（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度か

ら法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の35.6％から平成28年

３月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については33.1％に、平成29年３月１日に開

始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については32.3％となります。

　なお、この税率変更による連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

４．連結決算日後の法人税等の税率変更に係る事項

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計

年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の32.3％から、平成

29年３月１日及び平成30年３月1日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については30.9％

に、平成31年３月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、30.6％とな

ります。

　なお、この税率変更による連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

資産除去債務に関する注記事項については、重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（賃貸等不動産関係）

　当社及び一部の連結子会社では、東京都その他の地域において、賃貸用のオフィスビル（土地を含む。）を有

しております。前連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は５百万円（賃貸収益は営業収入

に、主な賃貸費用は販売費及び一般管理費に計上）であります。当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関

する賃貸損益は166百万円（賃貸収益は営業収入に、主な賃貸費用は販売費及び一般管理費に計上）でありま

す。

　また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

連結貸借対照表計上額   

 期首残高 3,667 3,593

 期中増減額 △73 △0

 期末残高 3,593 3,593

期末時価 3,614 3,621

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．期中増減額のうち、前連結会計年度の主な増加額は不動産取得（81百万円）であり、主な減少額は減価償却

費（138百万円）の計上及び自社利用への転用（18百万円）であります。当連結会計年度の主な増加額は不

動産取得（50百万円）及び自社利用からの転用（91百万円）であり、主な減少額は減価償却費（142百万

円）の計上であります。

３．期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を

行ったものを含む。）であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

当社グループの小売事業における売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、

営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えるため、セグメント情

報の記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

当社グループの小売事業における売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、

営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えるため、セグメント情

報の記載を省略しております。

【関連情報】

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービス区分の外部顧客に対する売上高が、連結損益計算書の売上高の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦以外の外部顧客に対する売上高がないため、該当事項はありません。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客に対する売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記

載はありません。
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当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービス区分の外部顧客に対する売上高が、連結損益計算書の売上高の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦以外の外部顧客に対する売上高がないため、該当事項はありません。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客に対する売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記

載はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

当社グループの小売事業における売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合

計、営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えるため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。なお、当連結会計年度において、101百万円の減損損失を計上して

おります。

当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

当社グループの小売事業における売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合

計、営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えるため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。なお、当連結会計年度において、190百万円の減損損失を計上して

おります。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

当社グループの小売事業における売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合

計、営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えるため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

なお、当連結会計年度ののれんの償却額及び未償却残高は30百万円、84百万円となっております。

 

当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

当社グループの小売事業における売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合

計、営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えるため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

なお、当連結会計年度ののれんの償却額及び未償却残高は30百万円、53百万円となっております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

関連当事者との取引

(1）連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

（ア）連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。

（イ）連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。

（ウ）連結財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社

の子会社等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。

（エ）連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱ヘルス

ケア・

ジャパン

東京都

港区

299

 

有料老人

ホームの管

理、運営等

（被所有）

直接 3.9
店舗の賃借 店舗の賃借 77

前払費用

敷金及び保

証金

6

292

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱山金
東京都

小金井市

10

 
倉庫業 －

本部及び店

舗・駐車場の

賃借

本部及び店

舗・駐車場の

賃借

敷金及び保証

金の回収

敷金及び保証

金に係る受取

利息

233

 

 
138

 
4

 
 
前払費用

敷金及び保

証金

 

 
21

894

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱泰利
東京都

小平市

10

 

不動産管理

業

－
 

社員寮の賃借

役員の兼任

 
 
社員寮の賃借

 

 
23

 
前払費用

敷金及び保

証金

 
1

15

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱ケイ・

エスワイ

エス

東京都

杉並区

30

 

不動産管理

業

－
 

 
 
店舗の賃借

 
 
店舗の賃借 12

 
 

－

 

 
－

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱オー・

アール・

ディ

東京都

杉並区

35

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 0.9

 
 
店舗・駐車場

の賃貸借等

役員の兼任

 
店舗・駐車場

の賃借

 
店舗・駐車場

の賃貸

 
127

 

 
41

前払費用

敷金及び保

証金

投資その他

の資産

その他固定

負債

12

515

 
101

 
34
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種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈲アイキ

ン

東京都

国分寺市

5

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 0.0

研修センター

の賃借

研修センター

の賃借
48

前払費用

敷金及び保

証金

 
4

40

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈲東都上

原

東京都

渋谷区

3

 

不動産管理

業

－

 
社員寮の賃借 社員寮の賃借 16

前払費用

敷金及び保

証金

 
1

60

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱エスプ

リ

東京都

武蔵村山

市

10

 

不動産管理

業

（被所有）

間接27.7

倉庫及び事務

所の賃借

役員の兼任

倉庫及び事務

所の賃借

12

 

前払費用

敷金及び保

証金

 
1

2

 

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱ヘルス

ケア・

ジャパン

東京都

港区

299

 

有料老人

ホームの管

理、運営等

（被所有）

直接 3.9
店舗の賃借 店舗の賃借 77

前払費用

敷金及び保

証金

6

292

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱山金
東京都

小金井市

10

 
倉庫業 －

本部及び店

舗・駐車場の

賃借

本部及び店

舗・駐車場の

賃借

敷金及び保証

金の回収

敷金及び保証

金に係る受取

利息

243

 

 
138

 
2

 
 
前払費用

敷金及び保

証金

 

 
22

894

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱泰利
東京都

小平市

10

 

不動産管理

業

－
 

社員寮の賃借

役員の兼任

 
 
社員寮の賃借

 

 
23

 
前払費用

敷金及び保

証金

 
1

15

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱オー・

アール・

ディ

東京都

杉並区

35

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 0.9

 
 
店舗・駐車場

の賃貸借等

役員の兼任

 
店舗・駐車場

の賃借

 
店舗・駐車場

の賃貸

 
140

 

 
41

前払費用

敷金及び保

証金

投資その他

の資産

その他固定

負債

12

515

 
137

 
34

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈲アイキ

ン

東京都

国分寺市

5

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 0.0

研修センター

の賃借

研修センター

の賃借
48

前払費用

敷金及び保

証金

 
4

60

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈲東都上

原

東京都

文京区

3

 

不動産管理

業

－

 
社員寮の賃借 社員寮の賃借 16

前払費用

敷金及び保

証金

 
1

60
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種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者と
の関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱エスプ

リ

東京都

武蔵村山

市

10

 

不動産管理

業

（被所有）

間接27.7

倉庫及び事務

所の賃借

役員の兼任

倉庫及び事務

所の賃借

12

 

前払費用

敷金及び保

証金

 
1

2

 

（注）１．上記(ア)～(エ)の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれて

おります。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等

賃料は、近隣の取引実勢に基づき、価格等の取引条件は、市場の実勢価格等を参考にして、その都度交渉

のうえで決定しております。

 

(2）連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

（ア）連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。

（イ）連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。

（ウ）連結財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社

の子会社等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

該当事項はありません。

（エ）連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前連結会計年度（自　平成26年３月１日　至　平成27年２月28日）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱ミス

ター・ク

リーン

東京都

立川市

200

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 4.8
店舗の清掃 店舗の清掃

 

 
63

 

 

 
未払金

 

 
5

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱山金

東京都

小金井

市

10

 
倉庫業 －

物流センター

他の賃借

物流セン

ター他の賃

借

146

前払費用

敷金及び保

証金

 
13

441

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱ケイ・エ

スワイエス

東京都

杉並区

30

 

不動産管理

業
－

店舗設計に係

る業務受託収

入

店舗の賃借

店舗設計に

係る業務受

託収入

店舗の賃借

9

 

 
8

－

 

 
－
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種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱オー・

アール・

ディ

東京都

杉並区

35

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 0.9

店舗設計に係

る業務受託収

入

店舗の賃借

役員の兼任

店舗設計に

係る業務受

託収入

店舗の賃借

敷金の差入

受取利息

20

 

 
63

142

3

その他流動

資産

長期貸付金

敷金及び保

証金

その他固定

資産

9

 
460

142

 
108

 

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱エスプリ

東京都

武蔵村

山市

10

 

不動産管

理業

（被所有）

間接27.7

物流センター

他の賃借

役員の兼任

物流セン

ター他の賃

借

99

前払費用

敷金及び保

証金

 
8

230

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱グゥー
埼玉県

新座市

100

 

惣菜等の製

造・販売

（所有）

 直接18.0

（被所有）

直接 0.2

惣菜等卸売及

び工場の賃借

 
惣菜等の販

売

工場の賃借

 
34

 
25

 

 
売掛金

 
 

 

 
1

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱イノーバ－
東京都

渋谷区

300

 

紳士服・婦

人服の製

造、販売

（所有）

直接 5.8

 

店舗の賃貸

商品の仕入

 

 
店舗の賃貸

商品の仕入

 

 
17

65

 
その他流動

負債

買掛金

 

 

 
2

 
70

 

当連結会計年度（自　平成27年３月１日　至　平成28年２月29日）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱ミス

ター・ク

リーン

東京都

立川市

200

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 4.8
店舗の清掃 店舗の清掃

 

 
63

 

 

 
未払金

 

 
5

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱山金

東京都

小金井

市

10

 
倉庫業 －

物流センター

他の賃借

物流セン

ター他の賃

借

145

前払費用

敷金及び保

証金

 
13

441

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱オー・

アール・

ディ

東京都

杉並区

35

 

不動産管理

業

（被所有）

直接 0.9

店舗設計及び

工事に係る業

務受託収入

店舗の賃借

役員の兼任

店舗設計及

び工事に係

る業務受託

収入

店舗の賃借

敷金の差入

受取利息

73

 

 

 
105

788

6

その他流動

資産

長期貸付金

敷金及び保

証金

その他固定

資産

9

 
467

930

 
413

 

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱エスプリ

東京都

武蔵村

山市

10

 

不動産管

理業

（被所有）

間接27.7

物流センター

他の賃借

役員の兼任

物流セン

ター他の賃

借

99

前払費用

敷金及び保

証金

 
8

230

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱グゥー
埼玉県

新座市

100

 

惣菜等の製

造・販売

（所有）

 直接18.0

（被所有）

直接 0.2

惣菜等卸売及

び工場の賃借

 
惣菜等の販

売

工場の賃借

 
36

 
29

 

 
売掛金

 
 

 

 
1
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種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社等

㈱イノーバ－
東京都

渋谷区

300

 

紳士服・婦

人服の製

造、販売

（所有）

直接 5.8

 

店舗の賃貸及

び事務所工事

に係る業務受

託収入

商品の仕入

 
店舗の賃貸

及び事務所

工事に係る

業務受託収

入

商品の仕入

 

 
36

 

 

 

 
77

 
その他流動

資産

 
 

 

 

 
2

 

 

（注）１．上記(ア）～(エ）の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれ

ております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等

賃料は、近隣の取引実勢に基づき、価格等の取引条件は、市場の実勢価格等を参考にして、その都度交渉

のうえで決定しております。

（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

 
１株当たり純資産額 1,095円67銭

１株当たり当期純損失金額（△） △14円81銭
 

 
１株当たり純資産額 1,081円77銭

１株当たり当期純利益金額 4円21銭
 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

（注）１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当連結会計年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

当期純利益金額又は当期純損失金額（△）

（百万円）
△340 96

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益金額又は当期純損

失金額（△）（百万円）
△340 96

期中平均株式数（千株） 22,972 22,971

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

会社名 銘柄 発行年月日
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

利率（％） 担保 償還期限

  平成年月日     平成年月日

㈱Olympicグループ
第２回無担保社債
（注）１．２

24.９.27
792
(154)

638
(154)

1.1 なし 31.９.27

㈱Olympicグループ
第３回無担保社債
（注）１．２

26.９.30
1,634
(344)

1,290
(344)

0.3 なし 31.９.30

㈱Olympicグループ
第４回無担保社債
（注）１．２

27.６.30
－
(－)

1,000
(－)

0.3 なし 30.６.30

㈱Olympicグループ
第５回無担保社債
（注）１．２

27.９.30
－
(－)

1,520
(320)

0.3 なし 32.９.30

合計 － －
2,426
(498)

4,448
(818)

－ － －

（注）１．（　）内書は、１年以内の償還予定額であります。

２．連結決算日後５年間の償還予定額は次のとおりであります。

１年以内
（百万円）

１年超２年以
内（百万円）

２年超３年以
内（百万円）

３年超４年以
内（百万円）

４年超５年以
内（百万円）

818 818 1,818 754 240

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 12,655 11,657 0.9 －

１年以内に返済予定の長期借入金 5,011 5,328 1.4 －

１年以内に返済予定のリース債務 27 42 － －

長期借入金(１年以内に返済予定のものを除く。) 9,122 9,393 1.4 平成29年～35年

リース債務(１年以内に返済予定のものを除く。） 88 117 － 平成29年～31年

その他有利子負債

未払金（１年内の返済）

長期未払金（１年超の返済）

 

555

402

 

212

200

 

1.1

0.9

 

－

平成29年～31年

合計 27,863 26,952 － －

（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債

務を連結貸借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３．長期借入金、リース債務及びその他有利子負債(１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５

年間の返済予定額は次のとおりであります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 4,105 3,395 1,030 632

リース債務 32 26 56 1

その他有利子負債 159 37 4 －

 

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が当連結会計年度期首及び当連結

会計年度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の規

定により記載を省略しております。
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（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 25,225 50,438 74,963 100,705

税金等調整前四半期（当期）

純利益金額又は税金等調整前

四半期純損失金額（△）（百

万円）

△19 142 108 241

四半期（当期）純利益金額又

は四半期純損失金額（△）

（百万円）

△45 42 39 96

１株当たり四半期（当期）純

利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）（円）

△1.97 1.87 1.72 4.21

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△1.97 3.84 △0.15 2.49
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成27年２月28日)
当事業年度

(平成28年２月29日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※１ 349 ※１ 626

前払費用 737 723

繰延税金資産 127 71

未収入金 ※２ 903 ※２ 1,528

未収還付法人税等 54 36

関係会社短期貸付金 ※２ 10,602 ※２ 10,516

その他 ※２ 388 ※２ 274

流動資産合計 13,162 13,777

固定資産   

有形固定資産   

建物 ※１ 7,093 ※１ 6,491

構築物 116 94

機械及び装置 445 391

車両運搬具 14 9

工具、器具及び備品 1,485 1,163

リース資産 65 56

土地 ※１ 11,081 ※１ 11,667

建設仮勘定 8 7

有形固定資産合計 20,309 19,883

無形固定資産   

借地権 774 774

ソフトウエア 175 110

その他 43 43

無形固定資産合計 993 929

投資その他の資産   

投資有価証券 ※１ 1,160 ※１ 998

関係会社株式 1,874 1,874

長期貸付金 ※１ 1,770 ※１ 1,678

関係会社長期貸付金 ※２ 1,896 ※２ 1,789

長期前払費用 ※１、※２ 587 ※１、※２ 534

敷金及び保証金 ※１、※２ 16,033 ※１、※２ 15,183

その他 172 305

貸倒引当金 △642 △592

投資その他の資産合計 22,854 21,774

固定資産合計 44,158 42,586

繰延資産 40 80

資産合計 57,361 56,444
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  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成27年２月28日)
当事業年度

(平成28年２月29日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 ※１、※２ 12,267 ※１、※２ 10,599

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 4,782 ※１ 5,152

リース債務 8 8

未払金 ※２ 1,481 ※２ 1,023

資産除去債務 11 －

未払費用 48 11

未払法人税等 23 17

未払消費税等 11 164

前受金 ※２ 42 ※２ 43

預り金 20 8

賞与引当金 5 5

その他 502 839

流動負債合計 19,205 17,874

固定負債   

社債 1,928 3,630

長期借入金 ※１ 8,657 ※１ 7,977

繰延税金負債 270 203

資産除去債務 26 27

リース債務 64 56

長期未払金 332 148

長期預り保証金 ※２ 306 ※２ 287

その他 95 105

固定負債合計 11,681 12,435

負債合計 30,887 30,310

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,946 9,946

資本剰余金   

資本準備金 9,829 9,829

資本剰余金合計 9,829 9,829

利益剰余金   

利益準備金 543 543

その他利益剰余金   

別途積立金 11,595 11,595

繰越利益剰余金 △5,568 △5,836

利益剰余金合計 6,570 6,301

自己株式 △292 △292

株主資本合計 26,054 25,785

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 419 348

評価・換算差額等合計 419 348

純資産合計 26,473 26,134

負債純資産合計 57,361 56,444
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②【損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(自　平成26年３月１日
　至　平成27年２月28日)

当事業年度
(自　平成27年３月１日
　至　平成28年２月29日)

営業収入   

不動産賃貸収入 ※３ 9,530 ※３ 9,471

管理受託収入 ※３ 1,122 ※３ 1,082

関係会社受取配当金 ※３ 250 ※３ 250

営業収入合計 10,902 10,805

営業費用   

不動産賃貸原価 ※１，※３ 9,804 ※１，※３ 9,774

一般管理費 ※２，※３ 769 ※２，※３ 751

営業費用合計 10,574 10,525

営業利益 328 279

営業外収益   

受取利息及び受取配当金 ※３ 239 ※３ 237

その他 6 7

営業外収益合計 246 244

営業外費用   

支払利息 ※３ 382 ※３ 352

その他 18 23

営業外費用合計 401 375

経常利益 173 148

特別損失   

固定資産除却損 64 －

投資有価証券評価損 － 30

貸倒引当金繰入額 ※４ 103 ※４ 91

関係会社株式評価損 315 －

その他 － ※３ 13

特別損失合計 482 134

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △308 13

法人税、住民税及び事業税 △50 △111

法人税等調整額 59 49

法人税等合計 9 △62

当期純利益又は当期純損失（△） △318 76
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自平成26年３月１日　至平成27年２月28日）

        (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 
資本準備
金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
別途積立
金

繰越利益
剰余金

当期首残高 9,946 9,829 9,829 543 11,595 △4,905 7,232 △291 26,716

当期変動額          

剰余金の配当      △344 △344  △344

当期純損失（△）      △318 △318  △318

自己株式の取得        △0 △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

         

当期変動額合計 － － － － － △662 △662 △0 △662

当期末残高 9,946 9,829 9,829 543 11,595 △5,568 6,570 △292 26,054

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 239 239 26,955

当期変動額    

剰余金の配当   △344

当期純損失（△）   △318

自己株式の取得   △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

180 180 180

当期変動額合計 180 180 △482

当期末残高 419 419 26,473
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当事業年度（自平成27年３月１日　至平成28年２月29日）

        (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 
資本準備
金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
別途積立
金

繰越利益
剰余金

当期首残高 9,946 9,829 9,829 543 11,595 △5,568 6,570 △292 26,054

当期変動額          

剰余金の配当      △344 △344  △344

当期純利益      76 76  76

自己株式の取得        △0 △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

         

当期変動額合計 － － － － － △268 △268 △0 △268

当期末残高 9,946 9,829 9,829 543 11,595 △5,836 6,301 △292 25,785

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 419 419 26,473

当期変動額    

剰余金の配当   △344

当期純利益   76

自己株式の取得   △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

△70 △70 △70

当期変動額合計 △70 △70 △339

当期末残高 348 348 26,134
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

・時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

・時価のないもの

移動平均法による原価法

(3) デリバティブ

時価法

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(附属設備は除く)については、定額法を採用しておりま

す。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　 　　８～39年

構築物　　　　　　　 10～34年

機械及び装置　　　　 ８～17年

車両運搬具　　　　　　　 ６年

工具、器具及び備品 　５～15年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウエア

社内における利用可能期間(５年以内)に基づく定額法によっております。

(3) リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(4) 長期前払費用

定額法

３．繰延資産の処理方法

社債発行費

社債の償還までの期間にわたり定額法により償却しております。

４．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

５．ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

金利スワップ及び金利キャップについては特例処理の要件を満たしている場合は、特例処理を採用してお

ります。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・金利スワップ

金利キャップ

ヘッジ対象・・・社債、借入金
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(3) ヘッジ方針

デリバティブ取引は金利の変動によるリスク回避を目的としており、投機的な取引は行わない方針であり

ます。

デリバティブの執行・管理については取引権限及び取引限度額等を定めた社内ルールに従っております。

(4) ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップ及び金利キャップ取引の特例処理の要件を満たしているため、その判定をもって有効性の評

価に代えております。

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1) 消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(2) 連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（表示方法の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（追加情報）

該当事項はありません。
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（貸借対照表関係）

※１. 担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成27年２月28日）
当事業年度

（平成28年２月29日）

現金及び預金 213百万円 213百万円

建物 1,779 1,679

土地 8,949 8,949

投資有価証券 875 748

長期貸付金（建設協力金） 1,424 1,442

長期前払費用（建設協力金） 262 269

敷金及び保証金 3,991 3,550

計 17,494 16,852

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成27年２月28日）
当事業年度

（平成28年２月29日）

短期借入金 11,287百万円 9,087百万円

長期借入金（1年内返済予定長期借入金を

含む）
12,069 11,685

計 23,356 20,772

　なお、上記の担保資産のうち、投資有価証券（前事業年度27百万円、当事業年度27百万円）は関係会社

の商品仕入代金（前事業年度117百万円、当事業年度119百万円）の担保に供しております。

※２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示されたものを除く）

 
前事業年度

（平成27年２月28日）
当事業年度

（平成28年２月29日）

短期金銭債権 554百万円 1,346百万円

長期金銭債権 3,469 3,417

短期金銭債務 1,181 900

長期金銭債務 37 37

 

　３．偶発債務

　次の関係会社について、取引先からの仕入に対し債務保証をおこなっております。

前事業年度（平成27年２月28日）

保証先 金額 内容

㈱Ｏｌｙｍｐｉｃ 91百万円 買掛金

 

当事業年度（平成28年２月29日）

保証先 金額 内容

㈱Ｏｌｙｍｐｉｃ 104百万円 買掛金
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（損益計算書関係）

※１．不動産賃貸原価の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当事業年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

不動産賃借料 7,896百万円 7,872百万円

減価償却費 1,595 1,587

 

※２．一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成26年３月１日
　　至　平成27年２月28日）

当事業年度
（自　平成27年３月１日

　　至　平成28年２月29日）

給料手当 154百万円 151百万円

手数料 199 182

 

※３．関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれております。

 
前事業年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当事業年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

不動産賃貸収入 9,194百万円 9,104百万円

管理受託収入 1,013 981

その他の営業取引高 1,905 2,088

営業取引以外の取引高 187 348

 

※４．貸倒引当金繰入額

 
前事業年度

（自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日）

当事業年度
（自　平成27年３月１日
至　平成28年２月29日）

関係会社に対するもの 103百万円 91百万円

 

（有価証券関係）

　子会社株式（当事業年度の貸借対照表計上額は関係会社株式1,874百万円、前事業年度の貸借対照表計上額は

関係会社株式1,874百万円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、記

載しておりません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成27年２月28日）
 

当事業年度
（平成28年２月29日）

繰延税金資産    

貸倒引当金 228百万円 191百万円

減損損失 255  218

投資有価証券評価損 21  29

関係会社株式評価損 240  218

会員権評価損 80  73

会社分割に伴う承継会社株式 114  104

税務上の繰越欠損金 866  696

その他 34  23

繰延税金資産小計 1,841  1,554

評価性引当額 △1,704  △1,474

繰延税金資産合計 137  80

    

繰延税金負債    

建設協力金 △57  △53

その他有価証券評価差額 △198  △137

その他 △24  △20

繰延税金負債合計 △280  △211

繰延税金資産（負債）の純額 △143  △131

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成27年２月28日）
 

当事業年度
（平成28年２月29日）

法定実効税率 法定実効税率と税効果

会計適用後の法人税等の

負担率との差異について

は、税引前当期純損失を

計上しているため記載を

省略しております。

 35.6％

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目  427.0％

受取配当金等永久に益金に算入されない項目  △671.1％

住民税均等割等  8.7％

税率変更による影響  △50.0％

評価性引当額の増減  △200.1％

その他  △2.1％

税効果会計適用後の法人税等の負担率  △452.0％

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」

（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する事業年度から法

人税率等の引下げ等が行われることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の35.6％から平成28年

３月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については33.1％に、平成29年３月１日に開始す

る事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については32.3％となります。

なお、この税率変更による財務諸表に与える影響は軽微であります。
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４．決算日後の法人税等の税率変更に係る事項

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する事業年度

から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の32.3％から、平成

29年３月１日及び平成30年３月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については30.9％

に、平成31年３月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については、30.6％となりま

す。

　なお、この税率変更による財務諸表に与える影響は軽微であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：百万円）
 

区分 資産の種類 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期償却額 当期末残高
減価償却累
計額

有形固定資産 建物 7,093 404 0 1,005 6,491 15,541

 構築物 116 0 － 21 94 1,328

 機械及び装置 445 29 0 82 391 1,251

 車両運搬具 14 － － 5 9 27

 工具、器具及び備品 1,485 163 0 484 1,163 7,634

 リース資産 65 － － 8 56 23

 土地 11,081 586 － － 11,667 －

 建設仮勘定 8 － 1 － 7 －

 計 20,309 1,183 2 1,608 19,883 25,806

無形固定資産 借地権 774 － － － 774 －

 ソフトウエア 175 5 － 69 110 242

 その他 43 － － － 43 －

 計 993 5 － 69 929 242

（注）当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。

土地 増加額（百万円） 関町店駐車場用地 578

 

 

【引当金明細表】

（単位：百万円）
 

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸倒引当金 642 91 141 592

賞与引当金 5 5 5 5

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

（３）【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ３月１日から２月末日まで

定時株主総会 ５月中

基準日 ２月末日

剰余金の配当の基準日 ８月３１日、２月末日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

取扱場所

（特別口座）

東京都江東区高砂７丁目10番11号

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱　証券代行部

株主名簿管理人

（特別口座）

東京都江東区高砂７丁目10番11号

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱

取次所 ―――――

買取手数料 無料

公告掲載方法

電子公告とする。ただし、事故その他止むを得ない事由によって電子公告

による公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行う。

電子公告　ＵＲＬ　http://www.olympic-corp.co.jp/

株主に対する特典 なし

 
（注）当社定款の定めにより、単元未満株主は、会社法第189条第２項各号に掲げる権利、取得請求権付株式の取得を

請求する権利、株主の有する株式数に応じて募集株式及び募集新株予約権の割当てを受ける権利以外の権利を有

しておりません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第43期）（自 平成26年３月１日　至 平成27年２月28日）平成27年５月28日関東財務局長に提出。

(2) 内部統制報告書及びその添付書類

平成27年５月28日関東財務局長に提出。

(3) 四半期報告書及び確認書

（第44期第１四半期）（自 平成27年３月１日　至 平成27年５月31日）平成27年７月13日関東財務局長に提出。

（第44期第２四半期）（自 平成27年６月１日　至 平成27年８月31日）平成27年10月13日関東財務局長に提出。

（第44期第３四半期）（自 平成27年９月１日　至 平成27年11月30日）平成28年１月12日関東財務局長に提出。

(4) 臨時報告書

平成27年５月29日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に基

づく臨時報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 

   平成28年５月26日

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ   

 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　田　治　幸　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 本　間　愛　雄　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長　崎　将　彦　　印

 

＜財務諸表監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの連結会計年度の連結財務諸表、す

なわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー

計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

 

連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当

監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制

を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価

も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ及び連結子会社の平成28年２月29日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年

度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグ

ループの平成28年２月29日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準

に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施すること

を求めている。

　内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性

に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果

について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループが平成28年２月29日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表

示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準

拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象に含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

 

   平成28年５月26日

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループ   

 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　田　治　幸　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 本　間　愛　雄　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 長　崎　将　彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃグループの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの第44期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を

行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

Ｏｌｙｍｐｉｃグループの平成28年２月29日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重

要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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